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(57)【要約】
【課題】耐アミン性および低温特性に優れ、シリコーンゴム成形体との接着性にも優れる
成形体を得ることができる、含フッ素ポリマーを含有する組成物を提供すること。
【解決手段】含フッ素ポリマー、未架橋シリコーンゴムおよび有機過酸化物を含有し、前
記含フッ素ポリマーは、ガラス転移温度が２５℃以下であって、ビニリデンフルオライド
単位および下記一般式（１）：
ＣＨＸ１＝ＣＸ２Ｒｆ　（１）
（式中、Ｘ１およびＸ２は、一方がＨであり、他方がＦであり、Ｒｆは炭素数１～１２の
直鎖または分岐したフルオロアルキル基である。）で表される含フッ素単量体（１）単位
を含有する組成物を提供する。
【選択図】　　なし



(2) JP 2020-2198 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　含フッ素ポリマー、未架橋シリコーンゴムおよび有機過酸化物を含有し、
　前記含フッ素ポリマーは、ガラス転移温度が２５℃以下であって、ビニリデンフルオラ
イド単位および下記一般式（１）：
ＣＨＸ１＝ＣＸ２Ｒｆ　（１）
（式中、Ｘ１およびＸ２は、一方がＨであり、他方がＦであり、Ｒｆは炭素数１～１２の
直鎖または分岐したフルオロアルキル基である。）
で表される含フッ素単量体（１）単位を含有する組成物。
【請求項２】
　前記未架橋シリコーンゴムが、過酸化物架橋可能である請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記一般式（１）において、Ｘ１がＨであり、Ｘ２がＦである請求項１または２に記載
の組成物。
【請求項４】
　含フッ素単量体（１）が、２，３，３，３－テトラフルオロプロペンである請求項１～
３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　前記含フッ素ポリマーの１００℃のムーニー粘度（ＭＬ１＋１０（１００℃））が、２
～２００である請求項１～４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　前記含フッ素ポリマーと前記未架橋シリコーンゴムとの質量比（含フッ素ポリマー／未
架橋シリコーンゴム）が、５／９５～９９／１である請求項１～５のいずれかに記載の組
成物。
【請求項７】
　カーボンブラックをさらに含有し、
　前記カーボンブラックの窒素吸着比表面積が、７０～１８０ｍ２／ｇ以下であり、前記
カーボンブラックのジブチルフタレート（ＤＢＰ）またはパラフィンオイル吸収量が、４
０～１８０ｍｌ／１００ｇ以下であり、
　前記カーボンブラックの含有量が、前記含フッ素ポリマー１００質量部に対し、５～１
００質量部である請求項１～６のいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の組成物を架橋することにより得られる含フッ素ポリマ
ー成形体。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれかに記載の組成物を架橋することにより得られる含フッ素ポリマ
ー成形体（Ａ）と、過酸化物架橋可能な未架橋シリコーンゴムを含有するシリコーンゴム
組成物を架橋することにより得られるシリコーンゴム成形体（Ｂ）と、を備えており、
　含フッ素ポリマー成形体（Ａ）とシリコーンゴム成形体（Ｂ）とが接着している複合体
。
【請求項１０】
　前記シリコーンゴム組成物が、架橋助剤をさらに含有し、前記架橋助剤の含有量が、前
記未架橋シリコーンゴム１００質量部に対し、０．１～１０質量部である請求項９に記載
の複合体。
【請求項１１】
　過酸化物架橋可能な未架橋シリコーンゴムを含有するシリコーンゴム組成物を架橋する
ことにより得られるシリコーンゴム成形体（Ｂ）に、接着させて用いられる含フッ素ポリ
マー成形体（Ａ）を形成するための、請求項１～７のいずれかに記載の組成物の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本開示は、含フッ素ポリマーを含有する組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ガラス転移温度が低く、耐アミン性に優れ、非晶質の含フッ素エラストマーとして、特
許文献１では、ビニリデンフルオライド〔ＶｄＦ〕および下記一般式（１）
ＣＨ２＝ＣＦＲｆ　（１）
（式中、Ｒｆは炭素数１～１２の直鎖または分岐したフルオロアルキル基である。）で表
される含フッ素単量体のみからなる共重合体であり、ビニリデンフルオライド単位／含フ
ッ素単量体単位のモル比が７８／２２～２２／７８であり、ガラス転移温度が２５℃以下
である、ことを特徴とする非晶質の含フッ素エラストマーが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２０１２－５１２２６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本開示では、耐アミン性および低温特性に優れ、シリコーンゴム成形体との接着性にも
優れる成形体を得ることができる、含フッ素ポリマーを含有する組成物を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示によれば、含フッ素ポリマー、未架橋シリコーンゴムおよび有機過酸化物を含有
し、前記含フッ素ポリマーは、ガラス転移温度が２５℃以下であって、ビニリデンフルオ
ライド単位および下記一般式（１）：
ＣＨＸ１＝ＣＸ２Ｒｆ　（１）
（式中、Ｘ１およびＸ２は、一方がＨであり、他方がＦであり、Ｒｆは炭素数１～１２の
直鎖または分岐したフルオロアルキル基である。）で表される含フッ素単量体（１）単位
を含有する組成物が提供される。
【０００６】
　前記未架橋シリコーンゴムが、過酸化物架橋可能であることが好ましい。
　前記一般式（１）において、Ｘ１がＨであり、Ｘ２がＦであることが好ましい。
　含フッ素単量体（１）が、２，３，３，３－テトラフルオロプロペンであることが好ま
しい。
　前記含フッ素ポリマーの１００℃のムーニー粘度（ＭＬ１＋１０（１００℃））が、２
～２００であることが好ましい。
　本開示の組成物において、前記含フッ素ポリマーと前記未架橋シリコーンゴムとの質量
比（含フッ素ポリマー／未架橋シリコーンゴム）が、５／９５～９９／１であることが好
ましい。
　本開示の組成物は、カーボンブラックをさらに含有し、前記カーボンブラックの窒素吸
着比表面積が、７０～１８０ｍ２／ｇ以下であり、前記カーボンブラックのジブチルフタ
レート（ＤＢＰ）またはパラフィンオイル吸収量が、４０～１８０ｍｌ／１００ｇ以下で
あり、前記カーボンブラックの含有量が、前記含フッ素ポリマー１００質量部に対し、５
～１００質量部であることが好ましい。
【０００７】
　また、本開示によれば、上記の組成物を架橋することにより得られる含フッ素ポリマー
成形体が提供される。
【０００８】
　また、本開示によれば、上記の組成物を架橋することにより得られる含フッ素ポリマー
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成形体（Ａ）と、過酸化物架橋可能な未架橋シリコーンゴムを含有するシリコーンゴム組
成物を架橋することにより得られるシリコーンゴム成形体（Ｂ）と、を備えており、含フ
ッ素ポリマー成形体（Ａ）とシリコーンゴム成形体（Ｂ）とが接着している複合体が提供
される。
【０００９】
　本開示の複合体において、前記シリコーンゴム組成物が、架橋助剤をさらに含有し、前
記架橋助剤の含有量が、前記未架橋シリコーンゴム１００質量部に対し、０．１～１０質
量部であることが好ましい。
【００１０】
　また、本開示によれば、過酸化物架橋可能な未架橋シリコーンゴムを含有するシリコー
ンゴム組成物を架橋することにより得られるシリコーンゴム成形体（Ｂ）に、接着させて
用いられる含フッ素ポリマー成形体（Ａ）を形成するための、上記の組成物の使用が提供
される。
【発明の効果】
【００１１】
　本開示によれば、耐アミン性および低温特性に優れ、シリコーンゴム成形体との接着性
にも優れる成形体を得ることができる、含フッ素ポリマーを含有する組成物を提供するこ
とができる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本開示の具体的な実施形態について詳細に説明するが、本開示は、以下の実施形
態に限定されるものではない。
【００１３】
　本開示の組成物は、含フッ素ポリマー、未架橋シリコーンゴムおよび有機過酸化物を含
有する。本開示の組成物を用いることにより、耐アミン性および低温特性に優れ、シリコ
ーンゴム成形体との接着性にも優れる成形体を得ることができる。また、得られる成形体
は、従来の成形体と比べても、遜色のない引張強さおよび破断時伸びを有している。
【００１４】
＜含フッ素ポリマー＞
　本開示の組成物が含有する含フッ素ポリマーは、ガラス転移温度が２５℃以下であって
、ビニリデンフルオライド単位および含フッ素単量体（１）単位を含有する。
【００１５】
　上記含フッ素ポリマーのガラス転移温度は、２５℃以下であり、好ましくは０℃以下で
あり、より好ましくは－５℃以下であり、さらに好ましくは－１０℃以下である。さらに
は－２０℃以下とすることもできる。上記含フッ素ポリマーのガラス転移温度が上記範囲
内にあると、低温特性に優れた成形体を得ることができる。上記含フッ素ポリマーは、含
フッ素エラストマーであることが好ましく、また、非晶質のポリマーであることが好まし
い。
【００１６】
　本開示において、「非晶質」とは、ＤＳＣ測定（昇温温度１０℃／分）において現れた
融解ピーク（ΔＨ）の大きさが２．０Ｊ／ｇ以下であることをいう。
【００１７】
　上記ガラス転移温度は、示差走査熱量計（日立テクノサイエンス社製、Ｘ－ＤＳＣ８２
３ｅ）を用い、試料１０ｍｇを－７５℃まで冷却した後、２０℃／分で昇温することによ
りＤＳＣ曲線を得て、ＤＳＣ曲線の二次転移前後のベースラインの延長線と、ＤＳＣ曲線
の変曲点における接線との交点を示す温度をガラス転移温度とすることにより求める。
【００１８】
　含フッ素単量体（１）単位は、下記一般式（１）：
ＣＨＸ１＝ＣＸ２Ｒｆ　（１）
（式中、Ｘ１およびＸ２は、一方がＨであり、他方がＦであり、Ｒｆは炭素数１～１２の
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直鎖または分岐したフルオロアルキル基である。）
で表される含フッ素単量体（１）に基づく単位である。本開示の組成物は、含フッ素単量
体（１）単位を含有する上記含フッ素ポリマーを含有することから、耐アミン性および低
温特性に優れ、シリコーンゴム成形体との接着性にも優れる成形体を得ることができる。
【００１９】
　上記一般式（１）におけるＲｆとしては、耐アミン性および低温特性により一層優れた
成形体を得ることができることから、直鎖のフルオロアルキル基が好ましく、直鎖のパー
フルオロアルキル基がより好ましい。また、Ｒｆの炭素数は、１～６であることが好まし
い。
【００２０】
　上記一般式（１）においては、耐アミン性および低温特性により一層優れた成形体を得
ることができることから、Ｘ１がＨであり、Ｘ２がＦであることが好ましい。
【００２１】
　含フッ素単量体（１）としては、ＣＨ２＝ＣＦＣＦ３、ＣＨ２＝ＣＦＣＦ２ＣＦ３、Ｃ
Ｈ２＝ＣＦＣＦ２ＣＦ２ＣＦ３、ＣＨ２＝ＣＦＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ３、ＣＨＦ＝ＣＨ
ＣＦ３（１，３，３，３－テトラフルオロプロペン）等があげられ、なかでも、ＣＨ２＝
ＣＦＣＦ３（２，３，３，３－テトラフルオロプロペン）が好ましい。含フッ素単量体（
１）としては、１種または２種以上の単量体を使用してよい。
【００２２】
　上記含フッ素ポリマーは、さらに、ビニリデンフルオライド単位および含フッ素単量体
（１）単位以外の他の単量体単位を含有してもよい。他の単量体としては、ビニリデンフ
ルオライドおよび含フッ素単量体（１）と共重合可能な単量体であれば特に限定されず、
１種または２種以上の単量体を使用してよい。
【００２３】
　上記他の単量体としては、テトラフルオロエチレン〔ＴＦＥ〕、ヘキサフルオロプロピ
レン〔ＨＦＰ〕、パーフルオロ（メチルビニルエーテル）、パーフルオロ（エチルビニル
エーテル）、パーフルオロ（プロピルビニルエーテル）、クロロトリフルオロエチレン、
トリフルオロエチレン、ヘキサフルオロイソブテン、フッ化ビニル、エチレン、プロピレ
ン、アルキルビニルエーテル、および、架橋部位を与える単量体からなる群より選択され
る少なくとも１種が好ましく、ＴＦＥ、ヘキサフルオロプロピレン、パーフルオロ（メチ
ルビニルエーテル）、パーフルオロ（エチルビニルエーテル）、パーフルオロ（プロピル
ビニルエーテル）、クロロトリフルオロエチレン、トリフルオロエチレン、ヘキサフルオ
ロイソブテン、フッ化ビニル、エチレン、アルキルビニルエーテル、および、架橋部位を
与える単量体からなる群より選択される少なくとも１種がより好ましく、ＴＦＥがさらに
好ましい。また、上記他の単量体として、ＴＦＥのみを用いることも好ましい形態の一つ
である。
【００２４】
　上記架橋部位を与える単量体としては、たとえば、
一般式（２）：ＣＸ３

２＝ＣＸ３－Ｒｆ１ＣＨＲ１Ｘ４

（式中、Ｘ３は、同一または異なって、Ｈ、Ｆまたは－ＣＨ３、Ｒｆ１は、フルオロアル
キレン基、パーフルオロアルキレン基、フルオロ（ポリ）オキシアルキレン基またはパー
フルオロ（ポリ）オキシアルキレン基、Ｒ１は、Ｈまたは－ＣＨ３、Ｘ４は、ＩまたはＢ
ｒである。）で表されるヨウ素または臭素含有単量体、
一般式（３）：ＣＸ５

２＝ＣＸ５－Ｒｆ２Ｘ６

（式中、Ｘ５は、同一または異なって、Ｈ、Ｆまたは－ＣＨ３、Ｒｆ２は、フルオロアル
キレン基、パーフルオロアルキレン基、フルオロ（ポリ）オキシアルキレン基またはパー
フルオロ（ポリ）オキシアルキレン基、Ｘ６は、ＩまたはＢｒである。）で表されるヨウ
素または臭素含有単量体（好ましくは、一般式：ＣＨ２＝ＣＨ（ＣＦ２）ｎＩ（ｎは２～
８の整数である。）で表されるヨウ素含有単量体）、
一般式（４）：ＣＦ２＝ＣＦＯ（ＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）Ｏ）ｍ（ＣＦ２）ｎ－Ｘ７
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（式中、ｍは０～５の整数、ｎは１～３の整数、Ｘ７は、シアノ基、カルボキシル基、ア
ルコキシカルボニル基、ＩまたはＢｒである。）で表される単量体、
一般式（５）：ＣＨ２＝ＣＦＣＦ２Ｏ（ＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２Ｏ）ｍ（ＣＦ（ＣＦ３））

ｎ－Ｘ８

（式中、ｍは０～５の整数、ｎは１～３の整数、Ｘ８は、シアノ基、カルボキシル基、ア
ルコキシカルボニル基、Ｉ、Ｂｒまたは－ＣＨ２ＯＨである。）で表される単量体、
一般式（６）：ＣＲ２Ｒ３＝ＣＲ４－Ｚ－ＣＲ５＝ＣＲ６Ｒ７

（式中、Ｒ２～Ｒ７、は、同一または異なって、Ｈまたは炭素数１～５のアルキル基であ
る。Ｚは、直鎖または分岐状で酸素原子を有していてもよい、炭素数１～１８のアルキレ
ン基、炭素数３～１８のシクロアルキレン基、少なくとも部分的にフッ素化している炭素
数１～１０のアルキレン若しくはオキシアルキレン基、または、
－（Ｑ）ｐ－ＣＦ２Ｏ－（ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｍ（ＣＦ２Ｏ）ｎ－ＣＦ２－（Ｑ）ｐ－
（式中、Ｑはアルキレンまたはオキシアルキレン基である。ｐは０または１である。ｍ／
ｎが０．２～５である。）で表され、分子量が５００～１００００である（パー）フルオ
ロポリオキシアルキレン基である。）で表される単量体等が挙げられる。
【００２５】
　一般式（６）で表される単量体としては、たとえば、ＣＨ２＝ＣＨ－（ＣＦ２）２－Ｃ
Ｈ＝ＣＨ２、ＣＨ２＝ＣＨ－（ＣＦ２）４－ＣＨ＝ＣＨ２、ＣＨ２＝ＣＨ－（ＣＦ２）６

－ＣＨ＝ＣＨ２、一般式：ＣＨ２＝ＣＨ－Ｚ１－ＣＨ＝ＣＨ２

（式中、Ｚ１は、－ＣＨ２ＯＣＨ２－ＣＦ２Ｏ－（ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｍ１（ＣＦ２Ｏ）ｎ

１－ＣＦ２－ＣＨ２ＯＣＨ２－で表されるフルオロポリオキシアルキレン基であり、ｍ１
／ｎ１は０．５であり、分子量は２０００である。）で表される単量体等が挙げられる。
【００２６】
　上記架橋部位を与える単量体としては、なかでも、ＣＦ２＝ＣＦＯＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３

）ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＮ、ＣＦ２＝ＣＦＯＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＯＯＨ、
ＣＦ２＝ＣＦＯＣＦ２ＣＦ２ＣＨ２Ｉ、ＣＦ２＝ＣＦＯＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）ＯＣＦ２Ｃ
Ｆ２ＣＨ２Ｉ、ＣＨ２＝ＣＦＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＮ、ＣＨ

２＝ＣＦＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＯＯＨ、および、ＣＨ２＝Ｃ
ＦＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＨ２ＯＨからなる群より選択される
少なくとも１種が好ましい。
【００２７】
　上記架橋部位を与える単量体としては、ＣＦ２＝ＣＦＯＣＦ２ＣＦ２ＣＨ２Ｉが、有機
過酸化物を用いた架橋において、架橋密度を向上させて、圧縮永久歪を良好にすることが
できるので、特に好ましい。
【００２８】
　上記含フッ素ポリマーにおけるビニリデンフルオライド単位／含フッ素単量体（１）単
位のモル比は、好ましくは８７／１３～２０／８０であり、ビニリデンフルオライド単位
のモル比の下限はより好ましくは２２／７８以上であり、さらに好ましくは５０／５０以
上であり、特に好ましくは６０／４０以上であり、ビニリデンフルオライド単位のモル比
の上限はより好ましくは７８／２２以下である。また、他の単量体単位の含有量は、好ま
しくは全単量体単位の０～５０モル％であり、より好ましくは１～４０モル％である。
【００２９】
　上記含フッ素ポリマーは、ビニリデンフルオライド単位、含フッ素単量体（１）単位お
よび他の単量体単位のみからなる共重合体であることが好ましい。
【００３０】
　上記含フッ素ポリマーは、耐アミン性および低温特性により一層優れ、シリコーンゴム
成形体との接着性にもより一層優れる成形体を得ることができることから、ヨウ素原子お
よび臭素原子の少なくとも一方を有することが好ましく、ヨウ素原子を有することがより
好ましい。上記含フッ素ポリマーのヨウ素原子および臭素原子の含有量の合計は、好まし
くは０．００１～１０質量％であり、ヨウ素原子および臭素原子の含有量の合計の上限は
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、より好ましくは５．０質量％以下であり、さらに好ましくは１．０質量％以下であり、
特に好ましくは０．７質量％以下であり、最も好ましくは０．５質量％以下であり、ヨウ
素原子および臭素原子の含有量の合計の下限は、より好ましくは０．０１質量％以上であ
り、さらに好ましくは０．０５質量％以上であり、特に好ましくは０．０８質量％以上で
あり、最も好ましくは０．１質量％以上である。上記含フッ素ポリマーにおけるヨウ素原
子および臭素原子の結合位置は、上記含フッ素ポリマーの主鎖の末端でも側鎖の末端でも
よく、もちろん両者であってもよい。このような含フッ素ポリマーにおいては、ヨウ素末
端または臭素末端が架橋点（架橋部位）となり、架橋密度が高い、架橋した含フッ素ポリ
マーが得られる他、過酸化物架橋をより容易に行うことが可能になる。
【００３１】
　上記含フッ素ポリマーとしては、耐アミン性および低温特性により一層優れた成形体を
得ることができることから、ビニリデンフルオライド単位および含フッ素単量体（１）単
位のみを含有し、ビニリデンフルオライド単位／含フッ素単量体（１）単位のモル比が８
７／１３～２２／７８である共重合体（Ｉ）、ビニリデンフルオライド単位、含フッ素単
量体（１）単位、並びに、ビニリデンフルオライドおよび含フッ素単量体（１）と共重合
可能な他の単量体単位のみを含有し、ビニリデンフルオライド単位／含フッ素単量体（１
）単位のモル比が８５／１５～２０／８０であり、他の単量体単位が全単量体単位の１～
５０モル％である共重合体（ＩＩ）、および、ビニリデンフルオライド単位、含フッ素単
量体（１）単位、並びに、ビニリデンフルオライドおよび含フッ素単量体（１）と共重合
可能な他の単量体単位を含有し、ビニリデンフルオライド単位／含フッ素単量体（１）単
位のモル比が８５／１５～２０／８０であり、他の単量体単位が全単量体単位の０～５０
モル％であり、ヨウ素原子および臭素原子の少なくとも一方を有し、ヨウ素原子および臭
素原子の含有量の合計が０．００１～１０質量％である共重合体（ＩＩＩ）、からなる群
より選択される少なくとも１種が好ましい。
【００３２】
　共重合体（Ｉ）は、ビニリデンフルオライド単位および含フッ素単量体（１）単位のみ
を含有し、ビニリデンフルオライド単位／含フッ素単量体（１）単位のモル比が８７／１
３～２２／７８である。共重合体（Ｉ）のビニリデンフルオライド単位／含フッ素単量体
（１）単位のモル比は、耐アミン性および低温特性により一層優れた成形体を得ることが
できることから、好ましくは８２／１８～６０／４０である。
【００３３】
　共重合体（ＩＩ）は、ビニリデンフルオライド単位、含フッ素単量体（１）単位、並び
に、ビニリデンフルオライドおよび含フッ素単量体（１）と共重合可能な他の単量体単位
のみを含有し、ビニリデンフルオライド単位／含フッ素単量体（１）単位のモル比が８５
／１５～２０／８０であり、他の単量体単位が全単量体単位の１～５０モル％である。
【００３４】
　共重合体（ＩＩ）におけるビニリデンフルオライド単位／含フッ素単量体（１）単位の
モル比は、耐アミン性および低温特性により一層優れた成形体を得ることができることか
ら、好ましくは８５／１５～５０／５０であり、より好ましくは８５／１５～６０／４０
である。
【００３５】
　共重合体（ＩＩ）の他の単量体単位の含有量は、耐アミン性および低温特性により一層
優れた成形体を得ることができることから、全単量体単位の１～４０モル％であることが
好ましい。共重合体（ＩＩ）が含有する他の単量体としては、上述したものが好適である
。
【００３６】
　共重合体（ＩＩＩ）は、ビニリデンフルオライド単位、含フッ素単量体（１）単位、並
びに、ビニリデンフルオライドおよび上記含フッ素単量体（１）と共重合可能な他の単量
体単位を含有し、ビニリデンフルオライド単位／含フッ素単量体（１）単位のモル比が８
５／１５～２０／８０であり、他の単量体単位が全単量体単位の０～５０モル％であり、
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ヨウ素原子および臭素原子の少なくとも一方を有し、ヨウ素原子および臭素原子の含有量
の合計が０．００１～１０質量％である。
【００３７】
　共重合体（ＩＩＩ）としては、実質的にビニリデンフルオライド単位および含フッ素単
量体（１）のみを含有する共重合体、または、実質的にビニリデンフルオライド単位、含
フッ素単量体（１）単位、並びに、ビニリデンフルオライドおよび含フッ素単量体（１）
と共重合可能な他の単量体単位のみを含有する共重合体が好ましい。この場合の共重合体
（ＩＩＩ）は、本開示の効果を損なわない範囲で、反応性乳化剤を使用して製造したもの
であってもよい。また、連鎖移動剤に由来するＩ末端等を含んでいてもよい。
【００３８】
　共重合体（ＩＩＩ）としては、実質的にビニリデンフルオライド単位および含フッ素単
量体（１）単位のみを含有し、ビニリデンフルオライド単位／含フッ素単量体（１）単位
のモル比が８０／２０～２０／８０であることがより好ましい。
【００３９】
　共重合体（ＩＩＩ）は、また、実質的にビニリデンフルオライド単位、含フッ素単量体
（１）単位、並びに、ビニリデンフルオライドおよび含フッ素単量体（１）と共重合可能
な他の単量体単位のみを含有し、ビニリデンフルオライド単位／含フッ素単量体（１）単
位のモル比が８５／１５～５０／５０であり、他の単量体単位が全単量体単位の１～５０
モル％であることもより好ましい。
【００４０】
　本開示において、各単量体単位の含有量は、ＮＭＲ法により測定する値である。
【００４１】
　共重合体（ＩＩＩ）は、ヨウ素原子および臭素原子の少なくとも一方を有し、ヨウ素原
子および臭素原子の含有量の合計が０．００１～１０質量％である。ヨウ素原子および臭
素原子の含有量の合計の上限は、より好ましくは５．０質量％以下であり、さらに好まし
くは１．０質量％以下であり、特に好ましくは０．７質量％以下であり、最も好ましくは
０．５質量％以下であり、ヨウ素原子および臭素原子の含有量の合計の下限は、より好ま
しくは０．０１質量％以上であり、さらに好ましくは０．０５質量％以上であり、特に好
ましくは０．０８質量％以上であり、最も好ましくは０．１質量％以上である。
【００４２】
　ヨウ素含有量は、試料（含フッ素ポリマー）１２ｍｇにＮａ２ＳＯ３を５ｍｇ混ぜ、純
水２０ｍｌにＮａ２ＣＯ３とＫ２ＣＯ３とを１対１（質量比）で混合したものを３０ｍｇ
溶解した吸収液を用い、石英製の燃焼フラスコ中、酸素中で燃焼させ、３０分放置後、島
津２０Ａイオンクロマトグラフを用い測定することができる。検量線はＫＩ標準溶液、ヨ
ウ素イオン０．５ｐｐｍを含むものまたは１．０ｐｐｍを含むものを用いることができる
。
【００４３】
　共重合体（ＩＩＩ）におけるヨウ素原子および臭素原子の結合位置は、共重合体（ＩＩ
Ｉ）の主鎖の末端でも側鎖の末端でもよく、もちろん両者であってもよい。このような共
重合体においては、ヨウ素末端または臭素末端が架橋点（架橋部位）となり、架橋密度が
高い、架橋した含フッ素ポリマーが得られる他、過酸化物架橋をより容易に行うことが可
能になる。
【００４４】
　共重合体（ＩＩＩ）は、架橋部位を与える単量体としてヨウ素または臭素含有単量体を
使用する製造方法、重合開始剤または連鎖移動剤として臭素化合物またはヨウ素化合物を
使用する製造方法、などによって製造することができる。
【００４５】
　共重合体（ＩＩＩ）において、他の単量体は、ビニリデンフルオライドおよび含フッ素
単量体（１）と共重合可能な単量体であれば特に限定されず、１種または２種以上の単量
体を使用してよい。
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【００４６】
　共重合体（ＩＩＩ）における他の単量体単位の含有量は、好ましくは全単量体単位の０
～５０モル％であり、より好ましくは全単量体単位の１～５０モル％である。
【００４７】
　共重合体（ＩＩＩ）において、架橋部位を与える単量体としては、たとえば、上述した
一般式（２）～（６）で表される単量体が挙げられる。
【００４８】
　共重合体（ＩＩＩ）において、架橋部位を与える単量体としては、ＣＦ２＝ＣＦＯＣＦ

２ＣＦ（ＣＦ３）ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＮ、ＣＦ２＝ＣＦＯＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）ＯＣＦ２Ｃ
Ｆ２ＣＯＯＨ、ＣＦ２＝ＣＦＯＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＨ２Ｉ、ＣＦ２＝
ＣＦＯＣＦ２ＣＦ２ＣＨ２Ｉ、ＣＨ２＝ＣＦＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ

３）ＣＮ、ＣＨ２＝ＣＦＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＯＯＨ、ＣＨ

２＝ＣＦＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＨ２ＯＨ、ＣＨ２＝ＣＨＣＦ

２ＣＦ２Ｉ、および、ＣＨ２＝ＣＨ（ＣＦ２）２ＣＨ＝ＣＨ２からなる群より選択される
少なくとも１種が好ましい。
【００４９】
　共重合体（ＩＩＩ）において、架橋部位を与える単量体としては、ＣＦ２＝ＣＦＯＣＦ

２ＣＦ２ＣＨ２Ｉが、有機過酸化物を用いた架橋において、架橋密度を向上させて、圧縮
永久歪を良好にすることができるので、特に好ましい。
【００５０】
　共重合体（ＩＩＩ）において、架橋部位を与える単量体は、全単量体単位の０．０１～
１０モル％であることが好ましく、０．０１～２モル％であることがより好ましい。
【００５１】
　上記含フッ素ポリマーとしては、耐アミン性および低温特性により一層優れ、シリコー
ンゴム成形体との接着性にもより一層優れる成形体を得ることができることから、過酸化
物架橋可能な含フッ素ポリマーが好ましく、ヨウ素原子または臭素原子を有する過酸化物
架橋可能な含フッ素ポリマーがより好ましく、共重合体（ＩＩＩ）がさらに好ましい。
【００５２】
　上記含フッ素ポリマーとしては、シール性に優れることから、数平均分子量（Ｍｎ）が
７０００～５０００００であることが好ましく、重量平均分子量（Ｍｗ）が１００００～
１００００００であることが好ましく、Ｍｗ／Ｍｎが１．３～４．０であることが好まし
い。上記数平均分子量（Ｍｎ）、重量平均分子量（Ｍｗ）、および、Ｍｗ／Ｍｎは、ＧＰ
Ｃ法により測定する値である。
【００５３】
　上記含フッ素ポリマーの１００℃のムーニー粘度（ＭＬ１＋１０（１００℃））は、未
架橋シリコーンゴムおよび有機過酸化物と容易に混合できることから、２以上であること
が好ましく、５以上であることがより好ましく、１０以上であることがさらに好ましく、
３０以上であることが特に好ましい。また２００以下であることが好ましく、１５０以下
であることがより好ましく、１００以下であることがさらに好ましく、８０以下であるこ
とが特に好ましい。ムーニー粘度は、ＡＳＴＭ－Ｄ１６４６－１５およびＪＩＳ　Ｋ６３
００－１：２０１３に準拠して測定する値である。
【００５４】
　上記含フッ素ポリマーは、一般的なラジカル重合法により製造することができる。重合
形態は、塊状重合、溶液重合、懸濁重合および乳化重合のいずれの形態でもよいが、工業
的に実施が容易であることから、乳化重合であることが好ましい。
【００５５】
　上記の重合においては、重合開始剤、連鎖移動剤、界面活性剤、および、溶媒を使用す
ることができ、それぞれ従来公知のものを使用することができる。
【００５６】
　連鎖移動剤としては、たとえば、マロン酸ジメチル、マロン酸ジエチル、酢酸メチル、
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酢酸エチル、酢酸ブチル、コハク酸ジメチルなどのエステル類のほか、イソペンタン、メ
タン、エタン、プロパン、２－プロパノール、アセトン、各種メルカプタン、四塩化炭素
、シクロヘキサンなどがあげられる。
【００５７】
　連鎖移動剤として臭素化合物またはヨウ素化合物を使用してもよい。臭素化合物または
ヨウ素化合物を使用して行う重合方法としては、たとえば、実質的に無酸素状態で、臭素
化合物またはヨウ素化合物の存在下に、加圧しながら水媒体中で乳化重合を行う方法があ
げられる（ヨウ素移動重合法）。使用する臭素化合物またはヨウ素化合物の代表例として
は、たとえば、
一般式：Ｒ８ＩｘＢｒｙ

（式中、ｘおよびｙはそれぞれ０～２の整数であり、かつ１≦ｘ＋ｙ≦２を満たすもので
あり、Ｒ８は炭素数１～１６の飽和もしくは不飽和のフルオロ炭化水素基またはクロロフ
ルオロ炭化水素基、または、炭素数１～３の炭化水素基であり、酸素原子を含んでいても
よい）で表される化合物があげられる。臭素化合物またはヨウ素化合物を使用することに
よって、ヨウ素原子または臭素原子が含フッ素ポリマーに導入され、架橋点として機能す
る。
【００５８】
　ヨウ素化合物としては、たとえば１，３－ジヨードパーフルオロプロパン、２－ヨード
パーフルオロプロパン、１，３－ジヨード－２－クロロパーフルオロプロパン、１，４－
ジヨードパーフルオロブタン、１，５－ジヨード－２，４－ジクロロパーフルオロペンタ
ン、１，６－ジヨードパーフルオロヘキサン、１，８－ジヨードパーフルオロオクタン、
１，１２－ジヨードパーフルオロドデカン、１，１６－ジヨードパーフルオロヘキサデカ
ン、ジヨードメタン、１，２－ジヨードエタン、１，３－ジヨード－ｎ－プロパン、ＣＦ

２Ｂｒ２、ＢｒＣＦ２ＣＦ２Ｂｒ、ＣＦ３ＣＦＢｒＣＦ２Ｂｒ、ＣＦＣｌＢｒ２、ＢｒＣ
Ｆ２ＣＦＣｌＢｒ、ＣＦＢｒＣｌＣＦＣｌＢｒ、ＢｒＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２Ｂｒ、ＢｒＣＦ

２ＣＦＢｒＯＣＦ３、１－ブロモ－２－ヨードパーフルオロエタン、１－ブロモ－３－ヨ
ードパーフルオロプロパン、１－ブロモ－４－ヨードパーフルオロブタン、２－ブロモ－
３－ヨードパーフルオロブタン、３－ブロモ－４－ヨードパーフルオロブテン－１、２－
ブロモ－４－ヨードパーフルオロブテン－１、ベンゼンのモノヨードモノブロモ置換体、
ジヨードモノブロモ置換体、ならびに（２－ヨードエチル）および（２－ブロモエチル）
置換体などがあげられ、これらの化合物は、単独で使用してもよく、相互に組み合わせて
使用することもできる。
【００５９】
　これらのなかでも、重合反応性、架橋反応性、入手容易性などの点から、１，４－ジヨ
ードパーフルオロブタン、１，６－ジヨードパーフルオロヘキサン、２－ヨードパーフル
オロプロパンを用いるのが好ましい。
【００６０】
　上記含フッ素ポリマーのうち、特に共重合体（ＩＩＩ）を製造するための重合では、連
鎖移動剤として臭素化合物またはヨウ素化合物を使用することが好ましい。
【００６１】
　上記含フッ素ポリマーとしては、１種を用いてもよいし、２種以上を用いてもよい。特
に、分子構造の異なる２種類の共重合体を併用する形態であってもよい。
【００６２】
　上記分子構造の異なる２種類の共重合体を併用する形態としては、分子構造の異なる共
重合体（Ｉ）を２種類用いる形態、分子構造の異なる共重合体（ＩＩ）を２種類用いる形
態、分子構造の異なる共重合体（ＩＩＩ）を２種類用いる形態、１種類の共重合体（Ｉ）
と１種類の共重合体（ＩＩ）を併用する形態、１種類の共重合体（Ｉ）と１種類の共重合
体（ＩＩＩ）を併用する形態、１種類の共重合体（ＩＩ）と１種類の共重合体（ＩＩＩ）
を併用する形態が挙げられる。
【００６３】
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＜未架橋シリコーンゴム＞
　本開示の組成物は、未架橋シリコーンゴムを含有する。上記未架橋シリコーンゴムは、
ケイ素と酸素からなるシロキサン結合を有するポリオルガノシロキサンを含み、上記ポリ
オルガノシロキサンは、シリコーンゴムの主骨格を構成する。
【００６４】
　上記未架橋シリコーンゴムを構成するポリオルガノシロキサンとしては、過酸化物架橋
可能なポリオルガノシロキサン、白金化合物を触媒とし、その付加反応で硬化させるポリ
オルガノシロキサン等が挙げられる。上記未架橋シリコーンゴムとしては、なかでも、上
記含フッ素ポリマーと同じ架橋システムを適用でき、耐アミン性および低温特性により一
層優れ、シリコーンゴム成形体との接着性にもより一層優れる成形体を得ることができる
ことから、過酸化物架橋可能なシリコーンゴムが好ましい。
【００６５】
　上記未架橋シリコーンゴムを構成するポリオルガノシロキサンとしては、また、架橋反
応によって硬化するために、一分子中に複数個の重合性不飽和結合を有するポリオルガノ
シロキサンが好ましい。上記ポリオルガノシロキサンは、上記重合性不飽和結合を有する
基が、上記ポリオルガノシロキサン中のケイ素原子に結合していることが好ましい。上記
ケイ素原子に結合している、上記重合性不飽和結合を有する基以外の基は、有機基および
水素原子のいずれでもよい。このようなポリオルガノシロキサンとしては、公知のものが
適宜使用できる。上記ポリオルガノシロキサン中の上記重合性不飽和結合の数は２以上で
あればよく、２でもよいし、３以上でもよい。
【００６６】
　上記ポリオルガノシロキサンは、上記重合性不飽和結合として、炭素原子間の不飽和結
合を有するものが好ましく、二重結合を有するものが好ましく、アルケニル基を有するも
のが好ましい。
【００６７】
　上記アルケニル基としては、エテニル基（ビニル基）、２－プロペニル基（アリル基）
、１－プロペニル基等が例示できる。上記ポリオルガノシロキサン中の複数個のアルケニ
ル基は、すべて同じでもよいし、すべて異なっていてもよく、一部のみが異なっていても
よい。上記アルケニル基は、上記ポリオルガノシロキサンの主骨格を構成するケイ素原子
に結合していることが好ましい。
【００６８】
　上記ポリオルガノシロキサンを構成する上記アルケニル基以外の有機基としては、置換
基を有していてもよいアルキル基およびアリール基が例示できる。上記アルキル基は、直
鎖状、分岐鎖状および環状のいずれでもよいが、炭素数が１～１０であることが好ましい
。
【００６９】
　上記直鎖状または分岐鎖状のアルキル基としては、たとえば、メチル基、エチル基、ｎ
－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅ
ｒｔ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル基、ネオペンチル基、ｔｅｒｔ－ペンチ
ル基、１－メチルブチル基、ｎ－ヘキシル基、２－メチルペンチル基、３－メチルペンチ
ル基、２，２－ジメチルブチル基、２，３－ジメチルブチル基、ｎ－ヘプチル基、２－メ
チルヘキシル基、３－メチルヘキシル基、２，２－ジメチルペンチル基、２，３－ジメチ
ルペンチル基、２，４－ジメチルペンチル基、３，３－ジメチルペンチル基、３－エチル
ペンチル基、２，２，３－トリメチルブチル基、ｎ－オクチル基、イソオクチル基、ノニ
ル基、デシル基等の、炭素数が１～１０のものが、好ましいアルキル基として挙げられる
。
【００７０】
　上記環状のアルキル基は、単環状および多環状のいずれでもよく、好ましいものとして
は、シクロプロピル基、シクロブチル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロ
ヘプチル基、シクロオクチル基、シクロノニル基、シクロデシル基、ノルボルニル基、イ
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ソボルニル基、１－アダマンチル基、２－アダマンチル基、トリシクロデシル基の、炭素
数が３～１０のものが例示できる。
【００７１】
　上記アリール基は、単環状および多環状のいずれでもよく、好ましいものとしては、フ
ェニル基、ｏ－トリル基（２－メチルフェニル基）、ｍ－トリル基（３－メチルフェニル
基）、ｐ－トリル基（４－メチルフェニル基）、１－ナフチル基、２－ナフチル基等の、
炭素数が６～１５のものが例示できる。
【００７２】
　上記アルキル基およびアリール基は、置換基を有していてもよい。ここで、「アルキル
基（アリール基）が置換基を有する」とは、アルキル基（アリール基）を構成する一つ以
上の水素原子が、水素原子以外の基で置換されているか、あるいはアルキル基（アリール
基）を構成する一つ以上の炭素原子が、炭素原子以外の基で置換されていることを指す。
そして、水素原子および炭素原子が共に置換基で置換されていてもよい。置換基を有する
上記アルキル基およびアリール基は、置換基も含めて炭素数が上記範囲内であることが好
ましい。
【００７３】
　上記アルキル基およびアリール基の水素原子を置換する置換基としては、アルキル基、
アルキルオキシカルボニル基、アルキルカルボニルオキシ基、アルコキシ基、アルキルカ
ルボニル基、アルケニル基、アルケニルオキシ基、アリール基、アルキルアリール基、ア
リールアルキル基、アリールオキシ基、アリールアルキルオキシ基、アルキルアリールオ
キシ基、水酸基（－ＯＨ）、シアノ基（－ＣＮ）およびハロゲン原子が例示できる。
【００７４】
　水素原子を置換するアルキル基としては、上記有機基におけるアルキル基と同様のもの
が例示できる。
　水素原子を置換するアルキルオキシカルボニル基としては、上記有機基におけるアルキ
ル基がオキシカルボニル基に結合した一価の基が例示できる。
　水素原子を置換するアルキルカルボニルオキシ基としては、上記有機基におけるアルキ
ル基がカルボニルオキシ基に結合した一価の基が例示できる。
　水素原子を置換するアルコキシ基としては、上記有機基におけるアルキル基が酸素原子
に結合した一価の基が例示できる。
　水素原子を置換するアルキルカルボニル基としては、上記有機基におけるアルキル基が
カルボニル基に結合した一価の基が例示できる。
【００７５】
　水素原子を置換するアルケニル基としては、上記有機基におけるアルキル基で、炭素原
子間の一つの単結合（Ｃ－Ｃ）が、二重結合（Ｃ＝Ｃ）に置換されたもので、且つ重合性
不飽和結合を有する上記アルケニル基に該当しないものが例示できる。水素原子を置換す
る前記アルケニル基における炭素原子間の二重結合の位置は、特に限定されない。
　水素原子を置換するアルケニルオキシ基としては、置換基としての上記アルケニル基が
酸素原子に結合した一価の基が例示できる。
【００７６】
　水素原子を置換するアリール基としては、上記有機基におけるアリール基と同様のもの
が例示できる。
　水素原子を置換するアルキルアリール基としては、上記有機基におけるアリール基の芳
香族環を構成する炭素原子に結合している一つの水素原子が、上記有機基におけるアルキ
ル基で置換された基が例示できる。
　水素原子を置換するアリールアルキル基としては、上記有機基におけるアルキル基の一
つの水素原子が上記有機基におけるアリール基で置換された基が例示できる。
　水素原子を置換するアリールオキシ基としては、上記有機基におけるアリール基が酸素
原子に結合した一価の基が例示できる。
　水素原子を置換するアリールアルキルオキシ基としては、上記有機基におけるアルキル
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基から一つの水素原子を除いたアルキレン基に、上記有機基におけるアリール基と酸素原
子が結合した一価の基が例示できる。
　水素原子を置換するアルキルアリールオキシ基としては、上記有機基におけるアリール
基から、芳香族環を構成する炭素原子に結合している一つの水素原子を除いたアリーレン
基に、上記有機基におけるアルキル基と酸素原子が結合した一価の基が例示できる。
【００７７】
　水素原子を置換するハロゲン原子としては、フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素
原子が例示できる。
【００７８】
　水素原子を置換する置換基の数は特に限定されず、一つでもよいし、複数でもよく、す
べての水素原子が置換基で置換されていてもよい。また、置換基で置換される水素原子の
位置は特に限定されない。
【００７９】
　上記アルキル基およびアリール基の炭素原子は、下記の置換基で置換されていてもよい
。当該置換基としては、カルボニル基（－Ｃ（＝Ｏ）－）、エステル結合（－Ｃ（＝Ｏ）
－Ｏ－）、アミド結合（－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－）、ヘテロ原子が例示できる。
　炭素原子を置換するヘテロ原子としては、酸素原子、窒素原子、硫黄原子、ホウ素原子
が例示できる。
　炭素原子を置換する置換基の数は特に限定されず、一つでもよいし、複数でもよい。ま
た、置換基で置換される炭素原子の位置は特に限定されない。
【００８０】
　上記ポリオルガノシロキサンは、市販品を使用してもよいし、公知の方法にしたがって
合成したものを使用してもよい。上記ポリオルガノシロキサンは、一種を単独で使用して
もよいし、二種以上を併用してもよい。二種以上を併用する場合、その組み合わせおよび
比率は、目的に応じて適宜選択すればよい。
【００８１】
　上記ポリオルガノシロキサンの市販品（商品名）および上記ポリオルガノシロキサンを
含む市販品（商品名）を例示すれば次のとおりである。
【００８２】
旭化成ワッカーシリコーン株式会社製
　ＥＬＡＳＴＯＳＩＬ　ＥＬ　１０００シリーズ、ＥＬＡＳＴＯＳＩＬ　ＥＬ　４０００
シリーズ、ＥＬＡＳＴＯＳＩＬ　ＥＬ　３０００シリーズ、ＥＬＡＳＴＯＳＩＬ　ＥＬ　
７０００シリーズ、ＥＬＡＳＴＯＳＩＬ　Ｒ４０１シリーズ等
【００８３】
東レ・ダウコーニング株式会社製
　ＳＨ８００シリーズ、ＳＨ５０シリーズ、ＳＨ７０シリーズ、ＳＨ７００シリーズ、Ｓ
Ｅ４０００シリーズ、ＳＥ１０００シリーズ、ＳＨ５００シリーズ、ＳＥ６０００シリー
ズ、ＳＨ８０シリーズ、ＳＲＸ４００シリーズ、ＤＹ３２－４００シリーズ、ＤＹ３２－
５００シリーズ、ＤＹ３２－１０００シリーズ、ＤＹ３２－７０００シリーズ、ＤＹ３２
－４０００シリーズ等
【００８４】
信越化学工業株式会社製　ゴムコンパウンド
　ＫＥ－６００シリーズ、ＫＥ－９００シリーズ、ＫＥ－９０００シリーズ、ＫＥ－７０
０シリーズ、ＫＥ－８００シリーズ、ＫＥ－５５９０－Ｕ、ＫＥ－５００シリーズ等
　ＫＥ－６５５－Ｕ、ＫＥ－６７５－Ｕ、ＫＥ－９３１－Ｕ、ＫＥ－９４１－Ｕ、ＫＥ－
９５１－Ｕ、ＫＥ－９６１－Ｕ、ＫＥ－９７１－Ｕ、ＫＥ－９８１－Ｕ、ＫＥ－９６１Ｔ
－Ｕ、ＫＥ－９７１Ｔ－Ｕ、ＫＥ－８７１Ｃ－Ｕ、ＫＥ－９４１０－Ｕ、ＫＥ－９５１０
－Ｕ、ＫＥ－９６１０－Ｕ、ＫＥ－９７１０－Ｕ、ＫＥ－７４２－Ｕ、ＫＥ－７５２－Ｕ
、ＫＥ－７６２－Ｕ、ＫＥ－７７２－Ｕ、ＫＥ－７８２－Ｕ、ＫＥ－８５０－Ｕ、ＫＥ－
８７０－Ｕ、ＫＥ－８８０－Ｕ、ＫＥ－８９０－Ｕ、ＫＥ－９５９０－Ｕ、ＫＥ－５５９
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０－Ｕ、ＫＥ－５５２－Ｕ、ＫＥ－５５２ＤＵ、ＫＥ－５８２－Ｕ、ＫＥ－５５２Ｂ－Ｕ
、ＫＥ－５５５－Ｕ、ＫＥ－５７５－Ｕ、ＫＥ－５４１－Ｕ、ＫＥ－５５１－Ｕ、ＫＥ－
５６１－Ｕ、ＫＥ－５７１－Ｕ、ＫＥ－５８１－Ｕ、ＫＥ－５２０－Ｕ、ＫＥ－５３０Ｂ
－２－Ｕ、ＫＥ－５４０Ｂ－２－Ｕ、ＫＥ－１５５１－Ｕ、ＫＥ－１５７１－Ｕ、ＫＥ－
１５３－Ｕ、ＫＥ－１７４－Ｕ、ＫＥ－３６０１ＳＢ－Ｕ、ＫＥ－３７１１－Ｕ、ＫＥ－
３８０１Ｍ－Ｕ、ＫＥ－５６１２Ｇ－Ｕ、ＫＥ－５６２０ＢＬＵ、ＫＥ－５６２０Ｗ－Ｕ
、ＫＥ－５６３４－Ｕ、ＫＥ－７５１１－Ｕ、ＫＥ－７６１１－Ｕ、ＫＥ－７７１１－Ｕ
、ＫＥ－７６５－Ｕ、ＫＥ－７８５－Ｕ、ＫＥ－７００８－Ｕ、ＫＥ－７００５－Ｕ、Ｋ
Ｅ－５０３－Ｕ、ＫＥ－５０４２－Ｕ、ＫＥ－５０５－Ｕ、ＫＥ－６８０１－Ｕ、ＫＥ－
１３６Ｙ－Ｕ、Ｘ－３０－４０８４－Ｕ、Ｘ－３０－３８８８－Ｕ、Ｘ－３０－４０７９
－Ｕ等
【００８５】
　上記未架橋シリコーンゴムとしては、液状タイプのシリコーンゴムよりは、ミラブルタ
イプのシリコーンゴムが好ましい。
【００８６】
　本開示の組成物において、上記含フッ素ポリマーと上記未架橋シリコーンゴムとの質量
比（含フッ素ポリマー／未架橋シリコーンゴム）は、耐アミン性および低温特性により一
層優れ、シリコーンゴム成形体との接着性にもより一層優れる成形体を得ることができる
ことから、５／９５～９９／１であることが好ましく、２０／８０～９９／１であること
がより好ましく、５０／５０～９７／３であることがさらに好ましい。驚くべきことに、
本開示の組成物中の含フッ素ポリマーの含有割合が比較的高い場合であっても、得られる
成形体は、シリコーンゴムとの良好な接着性を示す。
【００８７】
＜有機過酸化物＞
　本開示の組成物は、有機過酸化物を含有する。上記有機過酸化物としては、熱や酸化還
元系の存在下で容易にラジカルを発生し得る有機過酸化物であればよく、たとえば１，１
－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）－３，５，５－トリメチルシクロヘキサン、２，５－ジ
メチルヘキサン－２，５－ジヒドロパーオキサイド、ジ－ｔ－ブチルパーオキサイド、ｔ
－ブチルクミルパーオキサイド、ジクミルパーオキサイド、α，α－ビス（ｔ－ブチルパ
ーオキシ）－ｐ－ジイソプロピルベンゼン、２，５－ジメチル－２，５－ジ（ｔ－ブチル
パーオキシ）ヘキサン、２，５－ジメチル－２，５－ジ（ｔ－ブチルパーオキシ）－ヘキ
シン－３、ベンゾイルパーオキサイド、ｔ－ブチルパーオキシベンゼン、ｔ－ブチルパー
オキシマレイン酸、ｔ－ブチルパーオキシイソプロピルカーボネート、ｔ－ブチルパーオ
キシベンゾエイトなどを挙げることができる。これらの中でも、２，５－ジメチル－２，
５－ジ（ｔ－ブチルパーオキシ）ヘキサン、α，α－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）－ｐ
－ジイソプロピルベンゼン、２，５－ジメチル－２，５－ジ（ｔ－ブチルパーオキシ）－
ヘキシン－３が好ましい。また、上記有機過酸化物と含フッ素ポリマーおよび未架橋シリ
コーンゴムとを混練りする際には、上記有機過酸化物を不活性無機粉体などに含浸させた
もの、または上記有機過酸化物をポリオルガノシロキサンなどに混練りしたシリコーンゴ
ム用架橋剤を用いてもよい。上記有機過酸化物は、２種以上を組み合わせて用いてもよい
。
【００８８】
　上記シリコーンゴム用架橋剤の市販品（商品名）を例示すれば次のとおりである。
【００８９】
信越化学工業株式会社製
　Ｃ－１Ａ、Ｃ３、Ｃ４、Ｃ－８Ａ、Ｃ－８Ｂ、Ｃ－８、Ｃ－１１Ａ、Ｃ－１４、Ｃ－１
５、Ｃ－２３Ｎ、およびＣ－２５Ａ／Ｂ等のＣシリーズ等
【００９０】
東レ・ダウコーニング株式会社製
　ＴＣシリーズ等
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【００９１】
旭化成ワッカーシリコーン株式会社製
　ＤＳ－３およびＤＳ－８等のＤＳシリーズ等
【００９２】
　上記有機過酸化物の含有量は、上記含フッ素ポリマー１００質量部に対して、好ましく
は０．３～１０質量部であり、より好ましくは０．４～５質量部であり、さらに好ましく
は０．４～３質量部である。上記有機過酸化物が少なすぎると、架橋度が不足するため、
成形体の性能が損なわれる傾向があり、上記有機過酸化物が多すぎると、架橋密度が高く
なりすぎるため架橋時間が長くなることに加え、経済的にも好ましくない傾向がある。
【００９３】
　本開示の組成物は、上記有機過酸化物とともに、架橋助剤を含有することが好ましい。
上記架橋助剤としては、たとえば、トリアリルシアヌレート、トリメタリルイソシアヌレ
ート、トリアリルイソシアヌレート（ＴＡＩＣ）、トリアクリルホルマール、トリアリル
トリメリテート、Ｎ，Ｎ’－ｍ－フェニレンビスマレイミド、ジプロパギルテレフタレー
ト、ジアリルフタレート、テトラアリルテレフタレートアミド、トリアリルホスフェート
、ビスマレイミド、フッ素化トリアリルイソシアヌレート（１，３，５－トリス（２，３
，３－トリフルオロ－２－プロペニル）－１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリオ
ン）、トリス（ジアリルアミン）－Ｓ－トリアジン、亜リン酸トリアリル、Ｎ，Ｎ－ジア
リルアクリルアミド、１，６－ジビニルドデカフルオロヘキサン、ヘキサアリルホスホル
アミド、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラアリルフタルアミド、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラ
アリルマロンアミド、トリビニルイソシアヌレート、２，４，６－トリビニルメチルトリ
シロキサン、トリ（５－ノルボルネン－２－メチレン）シアヌレート、トリアリルホスフ
ァイトなどが挙げられる。これらの中でも、架橋性および成形体の物性が優れる点から、
トリアリルイソシアヌレート（ＴＡＩＣ）が好ましい。また、上記架橋助剤と含フッ素ポ
リマーおよび未架橋シリコーンゴムとを混練りする際には、上記架橋助剤を不活性無機粉
体などに含浸させたものを用いてもよい。
【００９４】
　上記架橋助剤の含有量は、上記含フッ素ポリマー１００質量部に対して、好ましくは０
．１～１０質量部であり、より好ましくは０．３～７質量部であり、さらに好ましくは０
．５～５質量部である。上記架橋助剤が少なすぎると、成形体の圧縮永久ひずみが低下す
る傾向があり、上記架橋助剤が多すぎると、成形体の伸びが著しく低下する傾向がある。
【００９５】
　本開示の組成物は、受酸剤を含有してもよい。上記受酸剤としては、たとえば、酸化マ
グネシウム、酸化カルシウム、酸化ビスマス等の金属酸化物、水酸化カルシウム等の金属
水酸化物、合成ハイドロタルサイト類、メタケイ酸ナトリウム等が挙げられる。
【００９６】
　上記受酸剤の含有量は、上記含フッ素ポリマー１００質量部に対して、好ましくは０．
５～３０質量部であり、より好ましくは１～１５質量部である。受酸剤が少なすぎると、
架橋時間が実用に耐えないほど長くなる傾向があり、受酸剤が多すぎると、成形体の圧縮
永久ひずみが低下する傾向がある。
【００９７】
＜カーボンブラック＞
　本開示の組成物は、カーボンブラックを含有することができる。カーボンブラックとし
ては、ファーネスブラック、アセチレンブラック、サーマルブラック、チャンネルブラッ
ク、グラファイトなどが挙げられ、具体的にはたとえば、ＳＡＦ－ＨＳ（Ｎ２ＳＡ：１４
２ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１３０ｍｌ／１００ｇ）、ＳＡＦ（Ｎ２ＳＡ：１４２ｍ２／ｇ、Ｄ
ＢＰ：１１５ｍｌ／１００ｇ）、Ｎ２３４（Ｎ２ＳＡ：１２６ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１２５
ｍｌ／１００ｇ）、ＩＳＡＦ（Ｎ２ＳＡ：１１９ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１１４ｍｌ／１００
ｇ）、ＩＳＡＦ－ＬＳ（Ｎ２ＳＡ：１０６ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：７５ｍｌ／１００ｇ）、Ｉ
ＳＡＦ－ＨＳ（Ｎ２ＳＡ：９９ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１２９ｍｌ／１００ｇ）、Ｎ３３９（
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Ｎ２ＳＡ：９３ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１１９ｍｌ／１００ｇ）、ＨＡＦ－ＬＳ（Ｎ２ＳＡ：
８４ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：７５ｍｌ／１００ｇ）、ＨＡＳ－ＨＳ（Ｎ２ＳＡ：８２ｍ２／ｇ
、ＤＢＰ：１２６ｍｌ／１００ｇ）、ＨＡＦ（Ｎ２ＳＡ：７９ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１０１
ｍｌ／１００ｇ）、Ｎ３５１（Ｎ２ＳＡ：７４ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１２７ｍｌ／１００ｇ
）、ＬＩ－ＨＡＦ（Ｎ２ＳＡ：７４ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１０１ｍｌ／１００ｇ）、ＭＡＦ
－ＨＳ（Ｎ２ＳＡ：５６ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１５８ｍｌ／１００ｇ）、ＭＡＦ（Ｎ２ＳＡ
：４９ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１３３ｍｌ／１００ｇ）、ＦＥＦ－ＨＳ（Ｎ２ＳＡ：４２ｍ２

／ｇ、ＤＢＰ：１６０ｍｌ／１００ｇ）、ＦＥＦ（Ｎ２ＳＡ：４２ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１
１５ｍｌ／１００ｇ）、ＳＲＦ－ＨＳ（Ｎ２ＳＡ：３２ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１４０ｍｌ／
１００ｇ）、ＳＲＦ－ＨＳ（Ｎ２ＳＡ：２９ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１５２ｍｌ／１００ｇ）
、ＧＰＦ（Ｎ２ＳＡ：２７ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：８７ｍｌ／１００ｇ）、ＳＲＦ（Ｎ２ＳＡ
：２７ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：６８ｍｌ／１００ｇ）、ＳＲＦ－ＬＳ（Ｎ２ＳＡ：２３ｍ２／
ｇ、ＤＢＰ：５１ｍｌ／１００ｇ）、ＦＴ（Ｎ２ＳＡ：１９ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：４２ｍｌ
／１００ｇ）、ＭＴ（Ｎ２ＳＡ：８ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：４３ｍｌ／１００ｇ）などが挙げ
られる。これらのカーボンブラックは単独で使用してもよいし、また２種以上を併用して
もよい。これらの中でも、ＳＡＦ－ＨＳ、ＳＡＦ、Ｎ２３４、ＩＳＡＦ、ＩＳＡＦ－ＬＳ
、ＩＳＡＦ－ＨＳ、Ｎ３３９、ＨＡＦ－ＬＳ、ＨＡＳ－ＨＳ、ＨＡＦ、Ｎ３５１およびＬ
Ｉ－ＨＡＦからなる群より選択される少なくとも１種が好ましい。
【００９８】
　本開示の組成物は、耐アミン性および低温特性により一層優れ、シリコーンゴム成形体
との接着性にもより一層優れる成形体を得ることができ、なおかつ、優れた引裂強さを有
する成形体を得ることができることから、窒素吸着比表面積（Ｎ２ＳＡ）が７０～１８０
ｍ２／ｇであって、ジブチルフタレート（ＤＢＰ）またはパラフィンオイル吸収量が４０
～１８０ｍｌ／１００ｇであるカーボンブラックを含有することが好ましい。本開示の組
成物がこのようなカーボンブラックを含有する場合、本開示の組成物から得られる成形体
は、このようなカーボンブラックと、含フッ素ポリマーまたはシリコーンゴムのいずれか
一方のみとを含有する組成物から得られる成形体よりも、顕著に大きい引裂強さを示す。
【００９９】
　上記カーボンブラックの窒素吸着比表面積（Ｎ２ＳＡ）は、さらに優れた引裂強さを有
する成形体を得ることができることから、より好ましくは８０ｍ２／ｇ以上であり、さら
に好ましくは９０ｍ２／ｇ以上である。
【０１００】
　上記窒素吸着比表面積（Ｎ２ＳＡ）は、ＪＩＳ　Ｋ６２１７－２：２００１に記載の方
法で測定できる。
【０１０１】
　上記カーボンブラックのジブチルフタレート（ＤＢＰ）またはパラフィンオイル吸収量
は、さらに優れた引裂強さを有する成形体を得ることができることから、より好ましくは
５０ｍｌ／１００ｇ以上であり、さらに好ましくは６０ｍｌ／１００ｇ以上であり、特に
好ましくは７０ｍｌ／１００ｇ以上である。また、上記カーボンブラックのジブチルフタ
レート（ＤＢＰ）またはパラフィンオイル吸収量の上限は、一般的に入手しやすい観点か
ら、より好ましくは１７５ｍｌ／１００ｇ以下であり、さらに好ましくは１７０ｍｌ／１
００ｇ以下である。
【０１０２】
　上記ジブチルフタレート（ＤＢＰ）またはパラフィンオイル吸収量は、ＪＩＳ　Ｋ６２
１７－４：２００８に記載の方法により測定できる。
【０１０３】
　上記カーボンブラックの含有量は、耐アミン性および低温特性により一層優れ、シリコ
ーンゴム成形体との接着性にもより一層優れる成形体を得ることができ、なおかつ、さら
に優れた引裂強さを有する成形体を得ることができることから、上記含フッ素ポリマー１
００質量部に対して、好ましくは５～１００質量部であり、より好ましくは８～５０質量
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部であり、さらに好ましくは１０～４０質量部であり、特に好ましくは１５～４０質量部
である。
【０１０４】
　本開示の組成物は、更に、充填剤を含有してもよい。
【０１０５】
　上記充填剤としては、酸化チタン、酸化アルミニウム、酸化亜鉛などの金属酸化物；水
酸化マグネシウム、水酸化アルミニウムなどの金属水酸化物；炭酸マグネシウム、炭酸ア
ルミニウム、炭酸カルシウム、炭酸バリウムなどの炭酸塩；ケイ酸マグネシウム、ケイ酸
カルシウム、ケイ酸アルミニウムなどのケイ酸塩；硫酸アルミニウム、硫酸カルシウム、
硫酸バリウムなどの硫酸塩；二硫化モリブデン、硫化鉄、硫化銅などの金属硫化物；珪藻
土、アスベスト、リトポン（硫化亜鉛／硫化バリウム）、グラファイト、フッ化カーボン
、フッ化カルシウム、コークス、石英微粉末、タルク、雲母粉末、ワラストナイト、炭素
繊維、アラミド繊維、各種ウィスカー、ガラス繊維、有機補強剤、有機充填剤、ポリテト
ラフルオロエチレン、含フッ素熱可塑性樹脂、マイカ、シリカ、セライト、クレー等が挙
げられる。
【０１０６】
　本開示の組成物は、上記充填剤として、シリカ、酸化チタン、酸化亜鉛、硫酸バリウム
、炭酸カルシウム、ケイ酸マグネシウム、石英微粉末、タルク、雲母粉末、ワラストナイ
ト、マイカ、セライト、クレー、または、珪藻土を含むことが好ましい。上記シリカとし
ては、乾式シリカまたは湿式シリカのいずれであってもよく、たとえば、ヒュームドシリ
カ、溶融シリカ、沈降シリカ、コロイダルシリカ等が挙げられる。
【０１０７】
　本開示の組成物は、離型剤、可塑剤などの加工助剤、有機顔料、無機顔料などの顔料、
粘着付与剤などを含んでもよい。
【０１０８】
　本開示の組成物の製造には、一般的なゴムの混練り装置が使用できる。例えば、ロール
、ニーダー、バンバリーミキサー、インターナルミキサー、二軸押し出し機等のゴム混練
り装置等が例示できるが、これらに限定されるものではない。
【０１０９】
　また本開示の組成物を製造する際には、含フッ素ポリマー、未架橋シリコーンゴム、有
機過酸化物、その他の配合剤を混練り装置に投入する順番は特に限定されない。
【０１１０】
＜成形体＞
　本開示の含フッ素ポリマー成形体（以下、「含フッ素ポリマー成形体（Ａ）」というこ
とがある）は、上記の組成物を架橋することにより得られる。また、本開示の含フッ素ポ
リマー成形体は、上記の組成物を成形し、架橋することにより得ることもできる。上記の
組成物は、従来公知の方法で成形することができる。成形および架橋の方法および条件と
しては、採用する成形および架橋において公知の方法および条件の範囲内でよい。成形お
よび架橋の順序は限定されず、成形した後架橋してもよいし、架橋した後成形してもよい
し、成形と架橋とを同時に行ってもよい。
【０１１１】
　成形方法としては、金型などによる圧縮成形法、注入成形法、インジェクション成形法
、押出し成形法などが例示できるが、これらに限定されるものではない。架橋方法として
は、スチーム架橋法、加熱により架橋反応が開始される通常の方法、放射線架橋法等が採
用でき、なかでも、スチーム架橋法、加熱による架橋反応が好ましい。限定されない具体
的な架橋条件としては、通常、１４０～２５０℃の温度範囲、１分間～２４時間の架橋時
間内で、使用する架橋剤などの種類により適宜決めればよい。
【０１１２】
＜複合体＞
　本開示の複合体は、含フッ素ポリマー成形体（Ａ）と、シリコーンゴム成形体（Ｂ）と
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を備えている。
【０１１３】
　シリコーンゴム成形体（Ｂ）は、過酸化物架橋可能な未架橋シリコーンゴムを含有する
シリコーンゴム組成物を架橋することにより得られる。
【０１１４】
　上記過酸化物架橋可能な未架橋シリコーンゴムとしては、本開示の組成物が含有する未
架橋シリコーンゴムと同様のものを挙げることができ、本開示の組成物が含有する好適な
未架橋シリコーンゴムと同様のものが好適である。
【０１１５】
　本開示の複合体においては、含フッ素ポリマー成形体（Ａ）とシリコーンゴム成形体（
Ｂ）とが接着している。含フッ素ポリマー成形体（Ａ）とシリコーンゴム成形体（Ｂ）と
は、直接接着していてもよいし、接着剤層などの他の層を介して接着していてもよいが、
両者が直接接着していることが好ましい。本開示の複合体においては、含フッ素ポリマー
成形体（Ａ）とシリコーンゴム成形体（Ｂ）との境界に接着剤層を設けることなく、両者
を直接接着可能である。本開示の複合体において２つの成形体を直接接着させることがで
きる理由は、含フッ素ポリマー成形体（Ａ）を形成する組成物が有機過酸化物を含有して
おり、シリコーンゴム成形体（Ｂ）を形成する組成物が過酸化物架橋可能な未架橋シリコ
ーンゴムを含有するからであると推測される。
【０１１６】
　上記シリコーンゴム組成物は、有機過酸化物をさらに含有してもよい。上記有機過酸化
物としては、本開示の組成物が含有する有機過酸化物と同様のものを挙げることができ、
本開示の組成物が含有する好適な有機過酸化物と同様のものが好適である。
【０１１７】
　上記シリコーンゴム組成物における有機過酸化物の含有量は、上記未架橋シリコーンゴ
ム１００質量部に対して、好ましくは０．１～１０質量部であり、より好ましくは０．２
～３質量部である。
【０１１８】
　上記シリコーンゴム組成物は、架橋助剤をさらに含有することが好ましい。シリコーン
ゴム成形体（Ｂ）が、架橋助剤をさらに含有するシリコーンゴム組成物を架橋することに
より得られるものであると、含フッ素ポリマー成形体（Ａ）とシリコーンゴム成形体（Ｂ
）とをより強固に接着させることができる。
【０１１９】
　上記架橋助剤としては、たとえば、トリアリルシアヌレート、トリメタリルイソシアヌ
レート、トリアリルイソシアヌレート（ＴＡＩＣ）、トリアクリルホルマール、トリアリ
ルトリメリテート、Ｎ，Ｎ’－ｍ－フェニレンビスマレイミド、ジプロパギルテレフタレ
ート、ジアリルフタレート、テトラアリルテレフタレートアミド、トリアリルホスフェー
ト、ビスマレイミド、フッ素化トリアリルイソシアヌレート（１，３，５－トリス（２，
３，３－トリフルオロ－２－プロペニル）－１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリ
オン）、トリス（ジアリルアミン）－Ｓ－トリアジン、亜リン酸トリアリル、Ｎ，Ｎ－ジ
アリルアクリルアミド、１，６－ジビニルドデカフルオロヘキサン、ヘキサアリルホスホ
ルアミド、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラアリルフタルアミド、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テト
ラアリルマロンアミド、トリビニルイソシアヌレート、２，４，６－トリビニルメチルト
リシロキサン、トリ（５－ノルボルネン－２－メチレン）シアヌレート、トリアリルホス
ファイトなどが挙げられる。これらの中でも、架橋性および成形体の物性が優れる点から
、トリアリルイソシアヌレート（ＴＡＩＣ）が好ましい。また、上記架橋助剤と未架橋シ
リコーンゴムとを混練りする際には、上記架橋助剤を不活性無機粉体などに含浸させたも
のを用いてもよい。
【０１２０】
　上記シリコーンゴム組成物における架橋助剤の含有量は、含フッ素ポリマー成形体（Ａ
）とシリコーンゴム成形体（Ｂ）とをより一層強固に接着させることができることから、
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上記未架橋シリコーンゴム１００質量部に対し、好ましくは０．１～１０質量部であり、
より好ましくは０．５～６質量部であり、さらに好ましくは１～４質量部である。
【０１２１】
　上記シリコーンゴム組成物は、上記未架橋シリコーンゴム以外のポリマーを含むことが
できるが、上記シリコーンゴム組成物が含フッ素ポリマーを含まないものであっても、含
フッ素ポリマー成形体（Ａ）とシリコーンゴム成形体（Ｂ）とは、強固に接着している。
また、上記シリコーンゴム組成物は、充填剤、離型剤、可塑剤などの加工助剤、有機顔料
、無機顔料などの顔料、粘着付与剤などを含んでもよい。
【０１２２】
　このように、本開示の組成物からは、過酸化物架橋可能な未架橋シリコーンゴムを含有
するシリコーンゴム組成物を架橋することにより得られるシリコーンゴム成形体（Ｂ）と
接着可能な含フッ素ポリマー成形体を得ることができる。すなわち、本開示には、過酸化
物架橋可能な未架橋シリコーンゴムを含有するシリコーンゴム組成物を架橋することによ
り得られるシリコーンゴム成形体（Ｂ）に接着させて用いられる含フッ素ポリマー成形体
（Ａ）を形成するための、上述した組成物の使用が含まれる。
【０１２３】
　本開示の複合体は、含フッ素ポリマー成形体（Ａ）から形成される層と、シリコーンゴ
ム成形体（Ｂ）から形成される層とを備える積層体であってもよい。このような積層体に
おいても、両層は強固に接着している。
【０１２４】
　本開示の複合体は、本開示の組成物を成形することにより、未架橋の含フッ素ポリマー
成形体を得る工程、上記シリコーンゴム組成物を成形することにより、未架橋のシリコー
ンゴム成形体を得る工程、および、未架橋の含フッ素ポリマー成形体と未架橋のシリコー
ンゴム成形体とを接触させながら、両者を架橋させることにより、含フッ素ポリマー成形
体（Ａ）とシリコーンゴム成形体（Ｂ）とが接着した複合体を得る工程、を含む製造方法
により、好適に製造することができる。
【０１２５】
　本開示の複合体を製造する際における、本開示の組成物および上記シリコーンゴム組成
物の成形方法としては、金型などによる圧縮成形法、注入成形法、インジェクション成形
法、押出し成形法などが例示できるが、これらに限定されるものではない。架橋方法とし
ては、スチーム架橋法、加熱により架橋反応が開始される通常の方法、放射線架橋法等が
採用でき、なかでも、スチーム架橋法、加熱による架橋反応が好ましい。限定されない具
体的な架橋条件としては、通常、１４０～２５０℃の温度範囲、１分間～２４時間の架橋
時間内で、使用する架橋剤などの種類により適宜決めればよい。
【０１２６】
　また、本開示の複合体が積層体である場合の製造方法としては、押出機を用いて、本開
示の組成物および上記シリコーンゴム組成物を多層押出成形することにより、含フッ素ポ
リマー成形体とシリコーンゴム成形体とが接着した未架橋の積層体を得る工程、および、
未架橋の積層体を架橋させることにより、含フッ素ポリマー成形体（Ａ）から形成された
層とシリコーンゴム成形体（Ｂ）から形成された層とが接着した積層体を得る工程、を含
む製造方法が挙げられる。
【０１２７】
　本開示の含フッ素ポリマー成形体および本開示の複合体は、他材と接触して摺動したり
、他材、物質を封止、密封したり、防振、防音を目的とする部位一般に用いられ、自動車
産業、航空機産業、半導体産業等の各分野において各種部品として使用することができる
。
　用いられる分野としては例えば、半導体関連分野、自動車分野、航空機分野、宇宙・ロ
ケット分野、船舶分野、化学プラント等の化学品分野、医薬品等の薬品分野、現像機等の
写真分野、印刷機械等の印刷分野、塗装設備等の塗装分野、分析機器、計器等の分析・理
化学機械分野、食品プラント機器および家庭用品を含む食品機器分野、飲料食品製造装置
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分野、医薬品製造装置分野、医療部品分野、化学薬品輸送用機器分野、原子力プラント機
器分野、鉄板加工設備等の鉄鋼分野、一般工業分野、電気分野、燃料電池分野、電子部品
分野、光学機器部品分野、宇宙用機器部品分野、石油化学プラント機器分野、石油、ガス
等のエネルギー資源探索採掘機器部品分野、石油精製分野、石油輸送機器部品分野などが
挙げられる。
【０１２８】
　本開示の含フッ素ポリマー成形体および本開示の複合体の使用形態としては、たとえば
、リング、パッキン、ガスケット、ダイアフラム、オイルシール、ベアリングシール、リ
ップシール、プランジャーシール、ドアシール、リップおよびフェースシール、ガスデリ
バリープレートシール、ウエハサポートシール、バレルシール等の各種シール材やパッキ
ンなどが挙げられる。シール材としては、耐熱性、耐溶剤性、耐薬品性、非粘着性が要求
される用途に用いることができる。
　また、チューブ、ホース、ロール、各種ゴムロール、フレキシブルジョイント、ゴム板
、コーティング、ベルト、ダンパー、バルブ、バルブシート、バルブの弁体、耐薬品用コ
ーティング材料、ラミネート用材料、ライニング用材料などとしても使用できる。
　なお、上記リング、パッキン、シールの断面形状は、種々の形状のものであってよく、
具体的には、例えば、四角、Ｏ字、へルールなどの形状であってもよいし、Ｄ字、Ｌ字、
Ｔ字、Ｖ字、Ｘ字、Ｙ字などの異形状であってもよい。
【０１２９】
　上記半導体関連分野においては、例えば、半導体製造装置、液晶パネル製造装置、プラ
ズマパネル製造装置、プラズマディスプレイパネル製造装置、プラズマアドレス液晶パネ
ル製造装置、有機ＥＬパネル製造装置、フィールドエミッションディスプレイパネル製造
装置、太陽電池基板製造装置、半導体搬送装置等に用いることができる。そのような装置
としては、例えば、ＣＶＤ装置、半導体用ガス制御装置等のガス制御装置、ドライエッチ
ング装置、ウェットエッチング装置、プラズマエッチング装置、反応性イオンエッチング
装置、反応性イオンビームエッチング装置、スパッタエッチング装置、イオンビームエッ
チング装置、酸化拡散装置、スパッタリング装置、アッシング装置、プラズマアッシング
装置、洗浄装置、イオン注入装置、プラズマＣＶＤ装置、排気装置、露光装置、研磨装置
、成膜装置、乾式エッチング洗浄装置、ＵＶ／Ｏ３洗浄装置、イオンビーム洗浄装置、レ
ーザービーム洗浄装置、プラズマ洗浄装置、ガスエッチング洗浄装置、抽出洗浄装置、ソ
ックスレー抽出洗浄装置、高温高圧抽出洗浄装置、マイクロウェーブ抽出洗浄装置、超臨
界抽出洗浄装置、フッ酸、塩酸、硫酸、オゾン水等を用いる洗浄装置、ステッパー、コー
タ・デベロッパー、ＣＭＰ装置、エキシマレーザー露光機、薬液配管、ガス配管、ＮＦ３

プラズマ処理、Ｏ２プラズマ処理、フッ素プラズマ処理等のプラズマ処理が行われる装置
、熱処理成膜装置、ウエハ搬送機器、ウエハ洗浄装置、シリコンウエハ洗浄装置、シリコ
ンウエハ処理装置、ＬＰ－ＣＶＤ工程に用いられる装置、ランプアニーリング工程に用い
られる装置、リフロー工程に用いられる装置などが挙げられる。
【０１３０】
　半導体関連分野における具体的な使用形態としては、例えば、ゲートバルブ、クォーツ
ウィンドウ、チャンバー、チャンバーリット、ゲート、ベルジャー、カップリング、ポン
プのＯ－リングやガスケット等の各種シール材；レジスト現像液や剥離液用のＯ－リング
等の各種シール材、ホースやチューブ；レジスト現像液槽、剥離液槽、ウエハ洗浄液槽、
ウェットエッチング槽のライニングやコーティング；ポンプのダイアフラム；ウエハ搬送
用のロール；ウエハ洗浄液用のホースチューブ；クリーンルーム等のクリーン設備用シー
ラントといったクリーン設備用シール材；半導体製造装置やウエハ等のデバイスを保管す
る保管庫用のシーリング材；半導体を製造する工程で用いられる薬液移送用ダイアフラム
などが挙げられる。
【０１３１】
　上記自動車分野においては、エンジン本体、主運動系、動弁系、潤滑・冷却系、燃料系
、吸気・排気系、駆動系のトランスミッション系、シャーシのステアリング系、ブレーキ
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系や、基本電装部品、制御系電装部品、装備電装部品等の電装部品などに用いることがで
きる。なお、上記自動車分野には、自動二輪車も含まれる。
　上述のようなエンジン本体やその周辺装置では、耐熱性、耐油性、燃料油耐性、エンジ
ン冷却用不凍液耐性、耐スチーム性が要求される各種シール材に本開示の含フッ素ポリマ
ー成形体および本開示の複合体を用いることができ、そのようなシール材としては、例え
ば、ガスケット、シャフトシール、バルブステムシール等のシールや、セルフシールパッ
キン、ピストンリング、割リング形パッキン、メカニカルシール、オイルシール等の非接
触型または接触型のパッキン類、ベローズ、ダイアフラム、ホース、チューブの他、電線
、緩衝材、防振材、ベルトＡＴ装置に用いられる各種シール材などが挙げられる。
【０１３２】
　上記燃料系における具体的な使用形態としては、燃料インジェクター、コールドスター
トインジェクター、燃料ラインのクイックコネクター、センダー・フランジ・クイックコ
ネクター、燃料ポンプ、燃料タンク・クイック・コネクター、ガソリン混合ポンプ、ガソ
リンポンプ、燃料チューブのチューブ本体、燃料チューブのコネクター、インジェクター
等に用いられるＯ－リング；呼気系マニフォールド、燃料フィルター、圧力調整弁、キャ
ニスター、燃料タンクのキャップ、燃料ポンプ、燃料タンク、燃料タンクのセンダーユニ
ット、燃料噴射装置、燃料高圧ポンプ、燃料ラインコネクターシステム、ポンプタイミン
グコントロールバルブ、サクションコントロールバルブ、ソレノイドサブアッシー、フュ
ーエルカットバルブ等に用いられるシール；キャニスタ・パージ・ソレノイド・バルブシ
ール、オンボード・リフューエリング・ベイパー・リカバリー（ＯＲＶＲ）バルブシール
、燃料ポンプ用のオイルシール、フューエルセンダーシール、燃料タンクロールオーバー
・バルブシール、フィラーシール、インジェクターシール、フィラーキャップシール、フ
ィラーキャップバルブのシール；燃料ホース、燃料供給ホース、燃料リターンホース、ベ
ーパー（エバポ）ホース、ベント（ブリーザー）ホース、フィラーホース、フィラーネッ
クホース、燃料タンク内のホース（インタンクホース）、キャブレターのコントロールホ
ース、フューエルインレットホース、フューエルブリーザホース等のホース；燃料フィル
ター、燃料ラインコネクターシステム等に用いられるガスケットや、キャブレター等に用
いられるフランジガスケット；蒸気回収ライン、フューエルフィードライン、ベーパー・
ＯＲＶＲライン等のライン材；キャニスター、ＯＲＶＲ、燃料ポンプ、燃料タンク圧力セ
ンサー、ガソリンポンプ、キャブレターのセンサー、複合空気制御装置（ＣＡＣ）、パル
セーションダンパー、キャニスター用、オートコック等に用いられるダイアフラムや、燃
料噴射装置のプレッシャーレギュレーターダイアフラム；燃料ポンプ用のバルブ、キャブ
レーターニードルバルブ、ロールオーバーチェックバルブ、チェックバルブ類；ベント（
ブリーザー）、燃料タンク内に用いられるチューブ；燃料タンク等のタンクパッキン、キ
ャブレターの加速ポンプピストンのパッキン；燃料タンク用のフューエルセンダー防振部
品；燃料圧力を制御するためのＯ－リングや、ダイアフラム；アクセレレータ・ポンプ・
カップ；インタンクフューエルポンプマウント；燃料噴射装置のインジェクタークッショ
ンリング；インジェクターシールリング；キャブレターのニードルバルブ芯弁；キャブレ
ターの加速ポンプピストン；複合空気制御装置（ＣＡＣ）のバルブシート；フューエルタ
ンク本体；ソレノイドバルブ用シール部品などが挙げられる。
【０１３３】
　上記ブレーキ系における具体的な使用形態としては、マスターバック、油圧ブレーキホ
ースエアーブレーキ、エアーブレーキのブレーキチャンバー等に用いられるダイアフラム
；ブレーキホース、ブレーキオイルホース、バキュームブレーキホース等に用いられるホ
ース；オイルシール、Ｏ－リング、パッキン、ブレーキピストンシール等の各種シール材
；マスターバック用の大気弁や真空弁、ブレーキバルブ用のチェック弁；マスターシリン
ダー用のピストンカップ（ゴムカップ）や、ブレーキカップ；油圧ブレーキのマスターシ
リンダーやバキュームブースター、油圧ブレーキのホイールシリンダー用のブーツ、アン
チロック・ブレーキ・システム（ＡＢＳ）用のＯ－リングやグロメットなどが挙げられる
。
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【０１３４】
　上記基本電装部品における具体的な使用形態としては、電線（ハーネス）の絶縁体やシ
ース、ハーネス外装部品のチューブ、コネクター用のグロメットなどが挙げられる。
　制御系電装部品における具体的な使用形態としては、各種センサー線の被覆材料などが
挙げられる。
　上記装備電装部品における具体的な使用形態としては、カーエアコンのＯ－リング、パ
ッキンや、クーラーホース、高圧エアコンホース、エアコンホース、電子スロットルユニ
ット用ガスケット、ダイレクトイグニッション用プラグブーツ、ディストリビューター用
ダイアフラムなどが挙げられる。また、電装部品の接着にも用いることができる。
【０１３５】
　上記吸気・排気系における具体的な使用形態としては、吸気マニホールド、排気マニホ
ールド等に用いられるパッキンや、スロットルのスロットルボディパッキン；ＥＧＲ（排
気再循環）、押圧コントロール（ＢＰＴ）、ウエストゲート、ターボウエストゲート、ア
クチュエーター、バリアブル・タービン・ジオメトリー（ＶＴＧ）ターボのアクチュエー
ター、排気浄化バルブ等に用いられるダイアフラム；ＥＧＲ（排気再循環）のコントロー
ルホース、エミッションコントロールホース、ターボチャージャーのターボオイルホース
（供給）、ターボオイルホース（リターン）、ターボエアホース、インタークーラーホー
ス、ターボチャージャーホース、インタークーラーを備えたターボエンジンのコンプレッ
サーと接続されるホース、排気ガスホース、エアインテークホース、ターボホース、ＤＰ
Ｆ（ディーゼル微粒子捕集フィルター）センサーホース等のホース；エアダクトやターボ
エアダクト；インテークマニホールドガスケット；ＥＧＲのシール材、ＡＢバルブのアフ
ターバーン防止バルブシート、（ターボチャージャーなどの）タービンシャフトシールや
、自動車のエンジンにおいて使用されるロッカーカバーや空気吸い込みマニホールドなど
の溝部品に用いられるシール部材などが挙げられる。
【０１３６】
　その他、排出ガス制御部品において、蒸気回収キャニスター、触媒式転化装置、排出ガ
スセンサー、酸素センサー等に用いられるシールや、蒸気回収および蒸気キャニスターの
ソレノイド・アーマチュアのシール；吸気系マニフォールドガスケットなどとして用いる
ことができる。
　また、ディーゼルエンジンに関する部品において、直噴インジェクター用のＯ－リング
シール、回転ポンプシール、制御ダイアフラム、燃料ホース、ＥＧＲ、プライミングポン
プ、ブーストコンペンセーターのダイアフラムなどとして用いることができる。また、尿
素ＳＣＲシステムに用いられるＯ－リング、シール材、ホース、チューブ、ダイアフラム
や、尿素ＳＣＲシステムの尿素水タンク本体、および尿素水タンクのシール材などにも用
いることができる。
【０１３７】
　上記トランスミッション系における具体的な使用形態としては、トランスミッション関
連のベアリングシール、オイルシール、Ｏ－リング、パッキン、トルコンホースなどが挙
げられる。
　ミッションオイルシールや、ＡＴのミッションオイルホース、ＡＴＦホース、Ｏ－リン
グ、パッキン類なども挙げられる。
　なお、トランスミッションには、ＡＴ（オートマチック・トランスミッション）、ＭＴ
（マニュアル・トランスミッション）、ＣＶＴ（連続可変トランスミッション）、ＤＣＴ
（デュアル・クラッチ・トランスミッション）などがある。
　また、手動または自動変速機用のオイルシール、ガスケット、Ｏ－リング、パッキンや
、無段変速機（ベルト式またはトロイダル式）用のオイルシール、ガスケット、Ｏ－リン
グ、パッキンの他、ＡＴＦリニアソレノイド用パッキング、手動変速機用オイルホース、
自動変速機用ＡＴＦホース、無断変速機（ベルト式またはトロイダル式）用ＣＶＴＦホー
スなども挙げられる。
　ステアリング系における具体的な使用形態としては、パワーステアリングオイルホース



(23) JP 2020-2198 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

や高圧パワーステアリングホースなどが挙げられる。
【０１３８】
　自動車エンジンのエンジン本体において用いられる形態としては、例えば、シリンダー
ヘッドガスケット、シリンダーヘッドカバーガスケット、オイルパンパッキン、一般ガス
ケットなどのガスケット、Ｏ－リング、パッキン、タイミングベルトカバーガスケットな
どのシール、コントロールホースなどのホース、エンジンマウントの防振ゴム、コントロ
ールバルブダイアフラム、カムシャフトオイルシールなどが挙げられる。
　自動車エンジンの主運動系においては、クランクシャフトシール、カムシャフトシール
などのシャフトシールなどに用いることができる。
　自動車エンジンの動弁系においては、エンジンバルブのバルブステムオイルシール、バ
タフライバルブのバルブシートなどに用いることができる。
　自動車エンジンの潤滑・冷却系においては、エンジンオイルクーラーのエンジンオイル
クーラーホース、オイルリターンホース、シールガスケットや、ラジエータ周辺のウォー
ターホース、ラジエータのシール、ラジエータのガスケット、ラジエータのＯ－リング、
バキュームポンプのバキュームポンプオイルホースなどの他、ラジエーターホース、ラジ
エータータンク、オイルプレッシャー用ダイアフラム、ファンカップリングシールなどに
用いることができる。
【０１３９】
　このように、自動車分野における使用の具体例の一例としては、エンジンヘッドガスケ
ット、オイルパンガスケット、マニフォールドパッキン、酸素センサー用シール、酸素セ
ンサーブッシュ、酸化窒素（ＮＯｘ）センサー用シール、酸化窒素（ＮＯｘ）センサーブ
ッシュ、酸化硫黄センサー用シール、温度センサー用シール、温度センサーブッシュ、デ
ィーゼルパーティクルフィルターセンサー用シール、ディーゼルパーティクルフィルター
センサーブッシュ、インジェクターＯ－リング、インジェクターパッキン、燃料ポンプの
Ｏ－リングやダイアフラム、ギアボックスシール、パワーピストンパッキン、シリンダー
ライナーのシール、バルブステムのシール、スタティックバルブステムシール、ダイナミ
ックバルブステムシール、自動変速機のフロントポンプシール、リアーアクスルピニオン
シール、ユニバーサルジョイントのガスケット、スピードメーターのピニオンシール、フ
ートブレーキのピストンカップ、トルク伝達装置のＯ－リングやオイルシール、排ガス再
燃焼装置のシールやベアリングシール、再燃焼装置用ホース、キャブレターのセンサー用
ダイアフラム、防振ゴム（エンジンマウント、排気部、マフラーハンガー、サスペンショ
ンブッシュ、センターベアリング、ストラットバンパーラバー等）、サスペンション用防
振ゴム（ストラットマウント、ブッシュ等）、駆動系防振ゴム（ダンパー等）、燃料ホー
ス、ＥＧＲのチューブやホース、ツインキャブチューブ、キャブレターのニードルバルブ
の芯弁、キャブレターのフランジガスケット、オイルホース、オイルクーラーホース、Ａ
ＴＦホース、シリンダーヘッドガスケット、水ポンプシール、ギアボックスシール、ニー
ドルバルブチップ、オートバイ用リードバルブのリード、自動車エンジンのオイルシール
、ガソリンホースガンのシール、カーエアコン用シール、エンジンのインタークーラー用
ゴムホース、送油経路コネクター装置（ｆｕｅｌ　ｌｉｎｅ　ｃｏｎｎｅｃｔｏｒ　ｓｙ
ｓｔｅｍｓ）のシール、ＣＡＣバルブ、ニードルチップ、エンジン回り電線、フィラーホ
ース、カーエアコンＯ－リング、インテークガスケット、燃料タンク材料、ディストリビ
ューター用ダイアフラム、ウォーターホース、クラッチホース、ＰＳホース、ＡＴホース
、マスターバックホース、ヒーターホース、エアコンホース、ベンチレーションホース、
オイルフィラーキャップ、ＰＳラックシール、ラック＆ピニオンブーツ、ＣＶＪブーツ、
ボールジョイントダストカバー、ストラットダストカバー、ウェザーストリップ、グラス
ラン、センターユニットパッキン、ボディーサイトウェルト、バンパーラバー、ドアラッ
チ、ダッシュインシュレーター、ハイテンションコード、平ベルト、ポリＶベルト、タイ
ミングベルト、歯付きベルト、Ｖリブドベルト、タイヤ、ワイパーブレード、ＬＰＧ車レ
ギュレータ用ダイアフラムやプランジャー、ＣＮＧ車レギュレータ用ダイアフラムやバル
ブ、ＤＭＥ対応ゴム部品、オートテンショナのダイアフラムやブーツ、アイドルスピード
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コントロールのダイアフラムやバルブ、オートスピードコントロールのアクチュエーター
，負圧ポンプのダイアフラムやチェックバルブやプランジャー、Ｏ．Ｐ．Ｓ．のダイアフ
ラムやＯ－リング、ガソリン圧抜きバルブ、エンジンシリンダースリーブのＯ－リングや
ガスケット、ウェットシリンダースリーブのＯ－リングやガスケット、ディファレンシャ
ルギヤのシールやガスケット（ギヤ油のシールやガスケット）、パワーステアリング装置
のシールやガスケット（ＰＳＦのシールやガスケット）、ショックアブソーバのシールや
ガスケット（ＳＡＦのシールやガスケット）、等速ジョイントのシールやガスケット、ホ
イール軸受のシールやガスケット、メタルガスケットのコーティング剤、キャリパーシー
ル、ブーツ類、ホイールベアリングシール、タイヤの加硫成形に使用されるブラダーなど
が挙げられる。
【０１４０】
　上記航空機分野、宇宙・ロケット分野、船舶分野においては、特に燃料系統や潤滑油系
統に用いることができる。
　上記航空機分野においては、例えば、航空機用各種シール部品、航空機用エンジンオイ
ル用途の航空機用各種部品、ジェットエンジンバルブステムシールやガスケットやＯ－リ
ング、ローテーティングシャフトシール、油圧機器のガスケット、防火壁シール、燃料供
給用ホースやガスケットやＯ－リング、航空機用ケーブルやオイルシールやシャフトシー
ルなどとして用いることが可能である。
【０１４１】
　上記宇宙・ロケット分野においては、例えば、宇宙船、ジェットエンジン、ミサイル等
のリップシール、ダイアフラム、Ｏ－リングや、耐ガスタービンエンジン用オイルのＯ－
リング、ミサイル地上制御用防振台パッドなどとして用いることができる。
　また、船舶分野においては、例えば、スクリューのプロペラシャフト船尾シール、ディ
ーゼルエンジンの吸排気用バルブステムシール、バタフライバルブのバルブシール、バタ
フライバルブのバルブシートや軸シール、バタフライ弁の軸シール、船尾管シール、燃料
ホース、ガスケット、エンジン用のＯ－リング、船舶用ケーブル、船舶用オイルシール、
船舶用シャフトシールなどとして使用することができる。
【０１４２】
　上記化学プラント等の化学品分野、医薬品等の薬品分野においては、高度の耐薬品性が
要求されるような工程、例えば、医薬品、農薬、塗料、樹脂等の化学品を製造する工程に
用いることができる。
　上記化学品分野および薬品分野における具体的な使用形態としては、化学装置、化学薬
品用ポンプや流量計、化学薬品用配管、熱交換器、農薬散布機、農薬移送ポンプ、ガス配
管、燃料電池、分析機器や理化学機器（例えば、分析機器や計器類のカラム・フィッティ
ングなど）、排煙脱硫装置の収縮継ぎ手、硝酸プラント、発電所タービン等に用いられる
シールや、医療用滅菌プロセスに用いられるシール、メッキ液用シール、製紙用ベルトの
コロシール、風洞のジョイントシール；反応機、攪拌機等の化学装置、分析機器や計器類
、ケミカルポンプ、ポンプハウジング、バルブ、回転計等に用いられるＯ－リングや、メ
カニカルシール用Ｏ－リング、コンプレッサーシーリング用のＯ－リング；高温真空乾燥
機、ガスクロマトグラフィーやｐＨメーターのチューブ結合部等に用いられるパッキンや
、硫酸製造装置のガラス冷却器パッキン；ダイアフラムポンプ、分析機器や理化学機器等
に用いられるダイアフラム；分析機器、計器類に用いられるガスケット；分析機器や計器
類に用いられるはめ輪（フェルール）；バルブシート；Ｕカップ；化学装置、ガソリンタ
ンク、風洞等に用いられるライニングや、アルマイト加工槽の耐食ライニング；メッキ用
マスキング冶具のコーティング；分析機器や理化学機器の弁部品；排煙脱硫プラントのエ
キスパンジョンジョイント；濃硫酸等に対する耐酸ホース、塩素ガス移送ホース、耐油ホ
ース、ベンゼンやトルエン貯槽の雨水ドレンホース；分析機器や理化学機器等に用いられ
る耐薬品性チューブや医療用チューブ；繊維染色用の耐トリクレン用ロールや染色用ロー
ル；医薬品の薬栓；医療用のゴム栓；薬液ボトル、薬液タンク、バッグ、薬品容器；耐強
酸、耐溶剤の手袋や長靴等の保護具などが挙げられる。
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【０１４３】
　上記現像機等の写真分野、印刷機械等の印刷分野、塗装設備等の塗装分野においては、
乾式複写機のロール、ベルト、シール、弁部品等として用いることができる。
　上記写真分野、印刷分野および塗装分野における具体的な使用形態としては、複写機の
転写ロールの表面層、複写機のクリーニングブレード、複写機のベルト；複写機、プリン
ター、ファクシミリ等のＯＡ機器用のロール（例えば、定着ロール、圧着ロール、加圧ロ
ールなどが挙げられる。）、ベルト；ＰＰＣ複写機のロール、ロールブレード、ベルト；
フィルム現像機、Ｘ線フィルム現像機のロール；印刷機械の印刷ロール、スクレーパー、
チューブ、弁部品、ベルト；プリンターのインキチューブ、ロール、ベルト；塗布、塗装
設備の塗装ロール、スクレーパー、チューブ、弁部品；現像ロール、グラビアロール、ガ
イドロール、磁気テープ製造塗工ラインのガイドロール、磁気テープ製造塗工ラインのグ
ラビアロール、コーティングロールなどが挙げられる。
【０１４４】
　上記食品プラント機器および家庭用品を含む食品機器分野においては、食品製造工程や
、食品移送器用または食品貯蔵器用に用いることができる。
　上記食品機器分野における具体的な使用形態としては、プレート式熱交換器のシール、
自動販売機の電磁弁シール、ジャーポットのパッキン、サニタリーパイプパッキン、圧力
鍋のパッキン、湯沸器シール、熱交換器用ガスケット、食品加工処理装置用のダイアフラ
ムやパッキン、食品加工処理機用ゴム材料（例えば、熱交換器ガスケット、ダイアフラム
、Ｏ－リング等の各種シール、配管、ホース、サニタリーパッキン、バルブパッキン、充
填時にビンなどの口と充填剤との間のジョイントとして使用される充填用パッキン）など
が挙げられる。また、酒類、清涼飲料水等の製品、充填装置、食品殺菌装置、醸造装置、
湯沸し器、各種自動食品販売機等に用いられるパッキン、ガスケット、チューブ、ダイア
フラム、ホース、ジョイントスリーブなども挙げられる。
【０１４５】
　上記原子力プラント機器分野においては、原子炉周辺の逆止弁や減圧弁、六フッ化ウラ
ンの濃縮装置のシールなどに用いることができる。
【０１４６】
　上記一般工業分野における具体的な使用形態としては、工作機械、建設機械、油圧機械
等の油圧機器用シール材；油圧、潤滑機械のシールやベアリングシール；マンドレル等に
用いられるシール材；ドライクリーニング機器の窓等に用いられるシール；サイクロトロ
ンのシールや（真空）バルブシール、プロトン加速器のシール、自動包装機のシール、空
気中の亜硫酸ガスや塩素ガス分析装置（公害測定器）用ポンプのダイアフラム、スネーク
ポンプライニング、印刷機のロールやベルト、搬送用のベルト（コンベアベルト）、鉄板
等の酸洗い用絞りロール、ロボットのケーブル、アルミ圧延ライン等の溶剤絞りロール、
カプラーのＯ－リング、耐酸クッション材、切削加工機械の摺動部分のダストシールやリ
ップゴム、生ごみ焼却処理機のガスケット、摩擦材、金属またはゴムの表面改質剤、被覆
材などが挙げられる。また、製紙プロセスで用いられる装置のガスケットやシール材、ク
リーンルーム用フィルターユニットのシーリング剤、建築用シーリング剤、コンクリート
やセメント等の保護コーティング剤、ガラスクロス含浸材料、ポリオレフィンの加工助剤
、ポリエチレンの成形性改良添加剤、小型発電機や芝刈機等の燃料容器、金属板にプライ
マー処理を施すことによって得られるプレコートメタルなどとしても使用することができ
る。その他、織布に含浸させて焼付けてシートおよびベルトとして使用することもできる
。
【０１４７】
　上記鉄鋼分野における具体的な使用形態としては、鉄板加工設備の鉄板加工ロールなど
が挙げられる。
【０１４８】
　上記電気分野における具体的な使用形態としては、新幹線の絶縁油キャップ、液封型ト
ランスのベンチングシール、変圧器のシール、油井ケーブルのジャケット、電気炉等のオ
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ーブンのシール、電子レンジの窓枠シール、ＣＲＴのウェッジとネックとを接着させる際
に用いられるシール材、ハロゲンランプのシール材、電気部品の固定剤、シーズヒーター
の末端処理用シール材、電気機器リード線端子の絶縁防湿処理に用いられるシール材など
が挙げられる。また、耐油・耐熱電線、高耐熱性電線、耐薬品性電線、高絶縁性電線、高
圧送電線、ケーブル、地熱発電装置に用いられる電線、自動車エンジン周辺に用いられる
電線等の被覆材に用いることもできる。車両用ケーブルのオイルシールやシャフトシール
に用いることもできる。更には、電気絶縁材料（例えば、各種電気機器の絶縁用スペーサ
、ケーブルのジョイントや末端部などに用いる絶縁テープ、熱収縮性のチューブなどに使
用される材料）や、高温雰囲気で用いられる電気および電子機器材料（例えば、モータ用
口出線材料、高熱炉まわりの電線材料）にも使用可能である。また、太陽電池の封止層や
保護フィルム（バックシート）にも使用できる。
【０１４９】
　上記燃料電池分野においては、固体高分子形燃料電池、リン酸塩型燃料電池等における
、電極間、電極－セパレーター間のシール材や、水素、酸素、生成水等の配管のシールや
パッキン、セパレーターなどとして用いることができる。
【０１５０】
　上記電子部品分野においては、放熱材原料、電磁波シールド材原料、コンピュータのハ
ードディスクドライブ（磁気記録装置）用のガスケット等に用いることができる。また、
ハードディスクドライブの緩衝ゴム（クラッシュストッパー）、ニッケル水素二次電池の
電極活物質のバインダー、リチウムイオン電池の活物質のバインダー、リチウム二次電池
のポリマー電解質、アルカリ蓄電池の正極の結着剤、ＥＬ素子（エレクトロルミネセンス
素子）のバインダー、コンデンサーの電極活物質のバインダー、封止剤、シーリング剤、
光ファイバーの石英の被覆材、光ファイバー被覆材等のフィルムやシート類、電子部品、
回路基板のポッティングやコーティングや接着シール、電子部品の固定剤、エポキシ等の
封止剤の変性剤、プリント基板のコーティング剤、エポキシ等のプリント配線板プリプレ
グ樹脂の変性材、電球等の飛散防止材、コンピュータ用ガスケット、大型コンピュータ冷
却ホース、二次電池、特にリチウム二次電池用のガスケットやＯ－リング等のパッキン、
有機ＥＬ構造体の外表面の片面または両面を覆う封止層、コネクター、ダンパーなどとし
ても用いられる。
【０１５１】
　上記化学薬品輸送用機器分野においては、トラック、トレーラー、タンクローリー、船
舶等の安全弁や積出しバルブなどに用いることができる。
【０１５２】
　上記石油、ガス等のエネルギー資源探索採掘機器部品分野においては、石油、天然ガス
等の採掘の際に用いられる各種シール材、油井に使われる電気コネクターのブーツなどと
して用いられる。
　上記エネルギー資源探索採掘機器部品分野における具体的な使用形態としては、ドリル
ビットシール、圧力調整ダイアフラム、水平掘削モーター（ステーター）のシール、ステ
ーターベアリング（シャフト）シール、暴噴防止装置（ＢＯＰ）に用いられるシール材、
回転暴噴防止装置（パイプワイパー）に用いられるシール材、ＭＷＤ（リアルタイム掘削
情報探知システム）に用いられるシール材や気液コネクター、検層装置（ロギングエクイ
ップメント）に用いられる検層ツールシール（例えば、Ｏ－リング、シール、パッキン、
気液コネクター、ブーツなど）、膨張型パッカーやコンプリーションパッカーおよびそれ
らに用いるパッカーシール、セメンチング装置に用いられるシールやパッキン、パーフォ
レーター（穿孔装置）に用いられるシール、マッドポンプに用いられるシールやパッキン
やモーターライニング、地中聴検器カバー、Ｕカップ、コンポジションシーティングカッ
プ、回転シール、ラミネートエラストメリックベアリング、流量制御のシール、砂量制御
のシール、安全弁のシール、水圧破砕装置（フラクチャリングエクイップメント）のシー
ル、リニアーパッカーやリニアーハンガーのシールやパッキン、ウェルヘッドのシールや
パッキン、チョークやバルブのシールやパッキン、ＬＷＤ（掘削中検層）用シール材、石



(27) JP 2020-2198 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

油探索・石油掘削用途で用いられるダイアフラム（例えば、石油掘削ピットなどの潤滑油
供給用ダイアフラム）、ゲートバルブ、電子ブーツ、穿孔ガンのシールエレメントなどが
挙げられる。
【０１５３】
　その他、厨房、浴室、洗面所等の目地シール；屋外テントの引き布；印材用のシール；
ガスヒートポンプ用ゴムホース、耐フロン性ゴムホース；農業用のフィルム、ライニング
、耐候性カバー；建築や家電分野等で使用されるラミネート鋼板等のタンク類などにも用
いることができる。
【０１５４】
　更には、アルミ等の金属と結合させた物品として使用することも可能である。そのよう
な使用形態としては、例えば、ドアシール、ゲートバルブ、振り子バルブ、ソレノイド先
端の他、金属と結合されたピストンシールやダイアフラム、金属ガスケット等の金属と結
合された金属ゴム部品などが挙げられる。
　また、自転車におけるゴム部品、ブレーキシュー、ブレーキパッドなどにも用いること
ができる。
【０１５５】
　また、本開示の含フッ素ポリマー成形体および本開示の複合体の形態の１つとしてベル
トが挙げられる。
　上記ベルトとしては、次のものが例示される。動力伝達ベルト（平ベルト、Ｖベルト、
Ｖリブドベルト、歯付きベルトなどを含む）、搬送用ベルト（コンベアベルト）として、
農業用機械、工作機械、工業用機械等のエンジン周りなど各種高温となる部位に使用され
る平ベルト；石炭、砕石、土砂、鉱石、木材チップなどのバラ物や粒状物を高温環境下で
搬送するためのコンベアベルト；高炉等の製鉄所などで使用されるコンベアベルト；精密
機器組立工場、食品工場等において、高温環境下に曝される用途におけるコンベアベルト
；農業用機械、一般機器（例えば、ＯＡ機器、印刷機械、業務用乾燥機等）、自動車用な
どのＶベルトやＶリブドベルト；搬送ロボットの伝動ベルト；食品機械、工作機械の伝動
ベルトなどの歯付きベルト；自動車用、ＯＡ機器、医療用、印刷機械などで使用される歯
付きベルトなどが挙げられる。
　特に、自動車用歯付きベルトとしては、タイミングベルトが代表的である。
【０１５６】
　上記ベルトは、単層構造であってもよいし、多層構造であってもよい。
　多層構造である場合、上記ベルトは、本開示の組成物を架橋して得られる層および他の
材料からなる層からなるものであってもよい。
　多層構造のベルトにおいて、他の材料からなる層としては、他のゴムからなる層や熱可
塑性樹脂からなる層、各種繊維補強層、帆布、金属箔層などが挙げられる。
【０１５７】
　本開示の含フッ素ポリマー成形体および本開示の複合体はまた、産業用防振パッド、防
振マット、鉄道用スラブマット、パッド類、自動車用防振ゴムなどに使用できる。自動車
用防振ゴムとしては、エンジンマウント用、モーターマウント用、メンバマウント用、ス
トラットマウント用、ブッシュ用、ダンパー用、マフラーハンガー用、センターベアリン
グ用などの防振ゴムが挙げられる。
【０１５８】
　また、他の使用形態として、フレキシブルジョイント、エキスパンションジョイント等
のジョイント部材、ブーツ、グロメットなどが挙げられる。船舶分野であれば、例えばマ
リンポンプ等が挙げられる。
　ジョイント部材とは、配管および配管設備に用いられる継ぎ手のことであり、配管系統
から発生する振動、騒音の防止、温度変化、圧力変化による伸縮や変位の吸収、寸法変動
の吸収や地震、地盤沈下による影響の緩和、防止などの用途に用いられる。
　フレキシブルジョイント、エキスパンションジョイントは、例えば、造船配管用、ポン
プやコンプレッサーなどの機械配管用、化学プラント配管用、電気配管用、土木・水道配
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管用、自動車用などの複雑形状成形体として好ましく用いることができる。
　ブーツは、例えば、等速ジョイントブーツ、ダストカバー、ラックアンドピニオンステ
アリングブーツ、ピンブーツ、ピストンブーツなどの自動車用ブーツ、農業機械用ブーツ
、産業車両用ブーツ、建築機械用ブーツ、油圧機械用ブーツ、空圧機械用ブーツ、集中潤
滑機用ブーツ、液体移送用ブーツ、消防用ブーツ、各種液化ガス移送用ブーツなどの各種
産業用ブーツなどの複雑形状成形体として好ましく用いることができる。
【０１５９】
　本開示の含フッ素ポリマー成形体および本開示の複合体は、フィルタープレス用ダイア
フラム、ブロワー用ダイアフラム、給水用ダイアフラム、液体貯蔵タンク用ダイアフラム
、圧力スイッチ用ダイアフラム、アキュムレーター用ダイアフラム、サスペンション等の
空気ばね用ダイアフラムなどにも使用できる。
【０１６０】
　本開示の含フッ素ポリマー成形体および本開示の複合体をゴムや樹脂に添加することに
より、雨、雪、氷や汗等の水に濡れる環境下において滑りにくい成形品やコーティング被
膜を得る滑り防止剤が得られる。
【０１６１】
　また、本開示の含フッ素ポリマー成形体および本開示の複合体は、例えば、メラミン樹
脂、フェノール樹脂、エポキシ樹脂等による化粧合板、プリント基板、電気絶縁板、硬質
ポリ塩化ビニル積層板等を製造する際の熱プレス成形用クッション材としても用いること
ができる。
【０１６２】
　本開示の含フッ素ポリマー成形体および本開示の複合体は、その他、兵器関連の封止ガ
スケット、侵襲性化学剤との接触に対する保護衣服のような各種支持体の不浸透性化に寄
与することもできる。
【０１６３】
　また、自動車、船舶などの輸送機関などに使われるアミン系添加剤（特に酸化防止剤、
清浄分散剤として用いられるアミン系添加剤）が含まれる潤滑油（エンジンオイル、ミッ
ションオイル、ギヤーオイルなど）や燃料油、グリース（特にウレア系グリース）をシー
ル、封止するために使われるＯ（角）－リング、Ｖ－リング、Ｘ－リング、パッキン、ガ
スケット、ダイアフラム、オイルシール、ベアリングシール、リップシール、プランジャ
ーシール、ドアシール、リップおよびフェースシール、ガスデリバリープレートシール、
ウエハサポートシール、バレルシールその他の各種シール材等に用いることができ、チュ
ーブ、ホース、各種ゴムロール、コーティング、ベルト、バルブの弁体などとしても使用
できる。また、ラミネート用材料、ライニング用材料としても使用できる。
【０１６４】
　自動車等の内燃機関のトランスミッション油および／またはエンジン油に接触しその油
温および／または油圧を検出するセンサーのリード電線などに使用される耐熱耐油性電線
の被覆材料や、オートマチック・トランスミッションやエンジンのオイルパン内等の高温
油雰囲気中においても使用することが可能である。
【０１６５】
　その他、本開示の含フッ素ポリマー成形体および本開示の複合体に加硫被膜を形成させ
て使用する場合がある。具体的には、複写機用非粘着耐油ロール、耐候結氷防止用ウェザ
ーストリップ、輸液用ゴム栓、バイアルゴム栓、離型剤、非粘着軽搬送ベルト、自動車エ
ンジンマウントのプレーガスケットの粘着防止被膜、合成繊維の被覆加工、パッキング被
覆薄層をもつボルト部材または継ぎ手等の用途が挙げられる。
【０１６６】
　なお、本開示の含フッ素ポリマー成形体および本開示の複合体の自動車関連部品用途に
ついては、同様の構造の自動二輪車の部品用途も含まれる。
　また、上記自動車関連における燃料としては、軽油、ガソリン、ディーゼルエンジン用
燃料（バイオディーゼルフューエルを含む）などが挙げられる。
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【０１６７】
　また、本開示の組成物は、架橋して成形体として使用する以外にも、種々の工業分野に
おいて各種部品として使用することもできる。そこで次に、本開示の組成物の用途につい
て説明する。
　本開示の組成物は、金属、ゴム、プラスチック、ガラスなどの表面改質材；メタルガス
ケット、オイルシールなど、耐熱性、耐薬品性、耐油性、非粘着性が要求されるシール材
および被覆材；ＯＡ機器用ロール、ＯＡ機器用ベルトなどの非粘着被覆材、またはブリー
ドバリヤー；織布製シートおよびベルトへの含浸、焼付による塗布などに用いることがで
きる。
　本開示の組成物は、高粘度、高濃度にすることによって、通常の用法により複雑な形状
のシール材、ライニング、シーラントとして用いることができ、低粘度にすることによっ
て、数ミクロンの薄膜フィルムの形成に用いることができ、また中粘度にすることにより
プレコートメタル、Ｏ－リング、ダイアフラム、リードバルブの塗布に用いることができ
る。
　さらに、織布や紙葉の搬送ロールまたはベルト、印刷用ベルト、耐薬品性チューブ、薬
栓、ヒューエルホースなどの塗布にも用いることができる。
【０１６８】
　本開示の組成物により被覆する物品基材としては、鉄、ステンレス鋼、銅、アルミニウ
ム、真鍮などの金属類；ガラス板、ガラス繊維の織布および不織布などのガラス製品；ポ
リプロピレン、ポリオキシメチレン、ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリスルホン、ポ
リエーテルサルホン、ポリエーテルエーテルケトンなどの汎用および耐熱性樹脂の成形品
および被覆物；ＳＢＲ、ブチルゴム、ＮＢＲ、ＥＰＤＭなどの汎用ゴム、およびシリコー
ンゴム、フッ素ゴムなどの耐熱性ゴムの成形品および被覆物；天然繊維および合成繊維の
織布および不織布；などを使用することができる。
　本開示の組成物から形成される被覆物は、耐熱性、耐溶剤性、潤滑性、非粘着性が要求
される分野で使用でき、具体的な用途としては、複写機、プリンター、ファクシミリなど
のＯＡ機器用のロール（例えば、定着ロール、圧着ロール）および搬送ベルト；シートお
よびベルト；Ｏ－リング、ダイアフラム、耐薬品性チューブ、燃料ホース、バルブシール
、化学プラント用ガスケット、エンジンガスケットなどが挙げられる。
【０１６９】
　本開示の組成物はまた、溶剤に溶解し、塗料、接着剤として使用できる。また、乳化分
散液（ラテックス）として、塗料としても使用できる。
　上記組成物は、各種装置、配管等のシール材やライニング、金属、セラミックス、ガラ
ス、石、コンクリート、プラスチック、ゴム、木材、紙、繊維等の無機および有機基材か
らなる構造物の表面処理剤等として使用される。
　上記組成物は、ディスペンサー方式塗装やスクリーン印刷塗装により基材等に塗布する
ことができる。
【０１７０】
　本開示の組成物は、フィルムを流延するため、またはファブリック、プラスチック、金
属、またはエラストマーのような基材を浸漬するための塗料組成物として使用されてもよ
い。
　特に、本開示の組成物は、ラテックスの形態として、被覆ファブリック、保護手袋、含
浸繊維、Ｏ－リング被覆、燃料系クイック連結Ｏ－リング用被覆、燃料系シール用被覆、
燃料タンクロールオーバーバルブダイヤフラム用被覆、燃料タンク圧力センサーダイヤフ
ラム用被覆、オイルフィルターおよび燃料フィルターシール用被覆、燃料タンクセンダー
シールおよびセンダーヘッドフィッテングシール用被覆、複写機定着機構ロール用被覆、
並びにポリマー塗料組成物を製造するために使用されてもよい。
　それらはシリコーンラバー、ニトリルラバー、および他のエラストマーの被覆に有用で
ある。その熱安定性と同様に基材エラストマーの耐透過性および耐薬品性の両方を高める
目的のために、それらはそのようなエラストマーから製造される部品の被覆にも有用であ
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る。他の用途は、熱交換器、エキスパンジョンジョイント、バット、タンク、ファン、煙
道ダクトおよび他の管路、並びに収納構造体、例えばコンクリート収納構造体用の被覆を
含む。上記組成物は、多層部品構造の露出した断面に、例えばホース構造およびダイアフ
ラムの製造方法において塗布されてもよい。接続部および結合部におけるシーリング部材
は、硬質材料からしばしば成り、そして本開示の組成物は、改良された摩擦性界面、シー
リング面に沿って低減された微量の漏れを伴う高められた寸法締りばめを提供する。その
ラテックスは、種々の自動車システム用途におけるシール耐久性を高める。
　それらは、パワーステアリング系統、燃料系統、エアーコンディショニング系統、並び
に、ホースおよびチューブが別の部品に接続されるいかなる結合部の製造においても使用
されることもできる。上記組成物のさらなる有用性は、３層燃料ホースのような多層ラバ
ー構造における、製造欠陥（および使用に起因する損傷）の補修においてである。上記組
成物は、塗料が塗布される前または後に、形成され、またはエンボス加工され得る薄鋼板
の塗布にも有用である。例えば、被覆された鋼の多数の層は組み立てられて、２つの剛性
金属部材の間にガスケットを作ることもできる。シーリング効果は、その層の間に本開示
の組成物を塗布することにより得られる。このプロセスは、組み立てられた部品のボルト
力およびひずみを低下させ、一方、低い亀裂、たわみ、および穴ひずみにより良好な燃料
節約および低放出を提供する目的のために、エンジンヘッドガスケットおよび排気マニフ
ォールドガスケットを製造するために使用され得る。
【０１７１】
　本開示の組成物は、その他、コーティング剤；金属、セラミック等の無機材料を含む基
材にディスペンサー成形してなる基材一体型ガスケット、パッキン類；金属、セラミック
等の無機材料を含む基材にコーティングしてなる複層品などとしても使用することができ
る。
【０１７２】
　以上、実施形態を説明したが、特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱することなく
、形態や詳細の多様な変更が可能なことが理解されるであろう。
【実施例】
【０１７３】
　つぎに本開示の実施形態について実施例をあげて説明するが、本開示はかかる実施例の
みに限定されるものではない。
【０１７４】
　実施例の各数値は以下の方法により測定した。
【０１７５】
＜架橋特性（最適架橋時間（Ｔ９０））＞
　含フッ素ポリマー組成物について、一次架橋時に加硫試験機（エムアンドケー株式会社
製　ＭＤＲ　Ｈ２０３０）を用いて１６０℃で３０分間の架橋曲線を求め、トルクの変化
より、最適架橋時間（Ｔ９０）を求めた。
【０１７６】
＜引張強さおよび破断時伸び＞
　実施例および比較例で得られた厚さ２ｍｍの架橋シートを用いて、引張試験機（株式会
社エー・アンド・デイ製テンシロンＲＴＧ－１３１０）を使用して、ＪＩＳ　Ｋ６２５１
－１：２０１５に準じて、５００ｍｍ／分の条件下、ダンベル５号にて、２３℃における
引張強さおよび破断時伸びを測定した。
【０１７７】
＜引裂強さ（トラウザ形）＞
　実施例および比較例で得られた厚さ２ｍｍの架橋シートを用いて、ＪＩＳ　Ｋ６２５２
－１：２０１５（試験片：トラウザ形）に準拠して測定した。
【０１７８】
＜硬さ＞
　実施例および比較例で得られた厚さ２ｍｍの架橋シートを３枚重ねたものを用いて、タ
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イプＡデュロメーターを使用して、ＪＩＳ　Ｋ６２５３－３：２０１２に準拠して、硬さ
（Ｐｅａｋ値および３ｓｅｃ後の値）を測定した。
【０１７９】
＜密度＞
　実施例および比較例で得られた厚さ２ｍｍの架橋シートを用いて、ＪＩＳ　Ｋ６２６８
に準じて求めた。
【０１８０】
＜低温特性（ＴＲ１０）＞
　実施例および比較例で得られた厚さ２ｍｍの架橋シートを用いて、ＪＩＳ　Ｋ６２６１
：２００６に準じて測定した。
【０１８１】
＜耐ジエタノールアミン性＞
　ジエタノールアミンを用いて、１２０℃で７２時間浸漬試験を行った。浸漬試験前後の
試験片の体積および質量を測定し、体積膨潤率（ΔＶ）および質量変化率（ΔＷ）を求め
た。体積膨潤率（ΔＶ）は、試料片を所定の条件で浸漬した後の体積の変化率（膨潤の程
度を表す。）であり、試料片の元の体積をＶｏ、試験後の体積をＶとしたとき、ΔＶ＝（
Ｖ－Ｖｏ）／Ｖｏ×１００で表される。また、質量変化率（ΔＷ）は、試料片の元の質量
をＷｏ、試験後の質量をＷとしたとき、ΔＷ＝（Ｗ－Ｗｏ）／Ｗｏ×１００で表される。
【０１８２】
含フッ素エラストマー（１）：
　ヨウ素移動重合により作成した過酸化物架橋可能なポリマー（ＶｄＦ／２，３，３，３
－テトラフルオロプロペン＝７７／２３（モル比）、１００℃のムーニー粘度（ＭＬ１＋
１０）：４５、ガラス転移温度：－１３℃、ヨウ素含有量：０．２１質量％）
含フッ素エラストマー（２）：
　商品名「アフラス１５０Ｐ」、旭硝子株式会社製
含フッ素エラストマー（３）：
　ヨウ素移動重合により作成した過酸化物架橋可能なポリマー（ＶｄＦ／ＨＦＰ／ＴＦＥ
＝５０／３０／２０（モル比）、１００℃のムーニー粘度（ＭＬ１＋１０）：５０、ガラ
ス転移温度は－６℃、ヨウ素含有量：０．２３質量％）
含フッ素エラストマー（４）：
　ヨウ素移動重合により作成した過酸化物架橋可能なポリマー（ＶｄＦ／ＨＦＰ＝７８／
２２（モル比）、１００℃のムーニー粘度（ＭＬ１＋１０）：４０、ガラス転移温度：－
２０℃、ヨウ素含有量：０．２１質量％）
含フッ素エラストマー（５）：
　ヨウ素移動重合により作成した過酸化物架橋可能なポリマー（ＶｄＦ／２，３，３，３
－テトラフルオロプロペン＝７７／２３（モル比）、１００℃のムーニー粘度（ＭＬ１＋
１０）：９９、ガラス転移温度：－１３℃、ヨウ素含有量：０．１８質量％）
【０１８３】
湿式シリカ：
　商品名「カープレックス１１２０」、（ＤＳＬ．ジャパン株式会社製）
【０１８４】
ＭＴカーボン（Ｎ２ＳＡ：８ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：４３ｍｌ／１００ｇ）
ＦＥＦカーボン（Ｎ２ＳＡ：４２ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１１５ｍｌ／１００ｇ）
ＩＳＡＦカーボン（Ｎ２ＳＡ：１１９ｍ２／ｇ、ＤＢＰ：１１４ｍｌ／１００ｇ）
【０１８５】
架橋助剤（１）：
　トリアリルイソシアヌレートをシリカに６０質量％含浸させたもの（商品名「ＴＡＩＣ
　ＷＨ－６０」、三菱ケミカル株式会社製）
架橋助剤（２）：
　トリアリルイソシアヌレートを珪藻土に６０質量％含浸させたもの（商品名「ＴＡＩＣ
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【０１８６】
有機過酸化物（１）：
　２，５－ジメチル－２，５－ジ（ｔ－ブチルパーオキシ）ヘキサンを無機粉体に４０質
量％含浸させたもの（商品名「パーヘキサ２５Ｂ－４０」、日油株式会社製）
有機過酸化物（２）：
　α，α－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）－ｐ－ジイソプロピルベンゼンを無機粉体に４
０質量％含浸させたもの（商品名「パーブチルＰ－４０」、日油株式会社製）
【０１８７】
シリコーンゴム（１）：
　過酸化物架橋可能なシリコーンゴム（商品名「ＫＥ－５５１－Ｕ」、信越化学工業株式
会社製）
シリコーンゴム（２）：
　過酸化物架橋可能なシリコーンゴム（商品名「ＥＬＡＳＴＯＳＩＬ　Ｒ４０１／６０Ｓ
」、旭化成ワッカーシリコーン株式会社製）
シリコーンゴム用架橋剤：
　有機過酸化物約２５質量％とシリコーンゴム約７５質量％の混合物（商品名「Ｃ－８」
、信越化学工業株式会社製）        
【０１８８】
実施例１～９、比較例１～１０
　表１の処方に従ってそれぞれの成分を配合し、オープンロール上で混練りして、含フッ
素ポリマー組成物を調製した。得られた含フッ素ポリマー組成物の架橋特性（Ｔ９０）を
表１に示す。得られた含フッ素ポリマー組成物を１６０℃で２０分プレス架橋した後、１
８０℃で４時間オーブン架橋して、架橋シート（厚さ２ｍｍ）を作製した。得られた架橋
シートの評価結果を表１に示す。
　なお、比較例１０は架橋物が金型に固着し離型できず、常態物性の測定用の架橋シート
が得られなかった。
【０１８９】
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【表１】

【０１９０】
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実施例１０～１１、比較例１１～１４
　表２の処方に従ってそれぞれの成分を配合し、オープンロール上で混練りして、約２ｍ
ｍの厚みのシート状の含フッ素ポリマー組成物を調製した。得られた含フッ素ポリマー組
成物の架橋特性（Ｔ９０）を表２に示す。得られた含フッ素ポリマー組成物を１６０℃で
１０分プレス架橋した後、１８０℃で４時間オーブン架橋して、架橋シート（厚さ２ｍｍ
）を作製した。得られた架橋シートの評価結果を表２に示す。
【０１９１】
　また、下記の処方に従ってそれぞれの成分を配合し、オープンロール上で混練りして、
約３ｍｍの厚みのシート状のシリコーンゴム組成物Ａを調製した。
【０１９２】
シリコーンゴム組成物Ａ：
　　　シリコーンゴム（１）　１００質量部
　　　ＭＴカーボン　２０質量部
　　　シリコーンゴム用架橋剤（Ｃ－８）　１．２５質量部
　　　架橋助剤（２）（ＴＡＩＣ　Ｍ－６０）　３．３質量部
【０１９３】
　次に、上記にて得られた約２ｍｍの厚みのシート状の含フッ素ポリマー組成物と、上記
にて得られた約３ｍｍの厚みのシート状のシリコーンゴム組成物Ａと、を重ね合わせ、さ
らに剥離試験時の掴みしろ用に接着しない部分を作るために一方の端部から１～１．５ｃ
ｍ程度までの界面にはＦＥＰフィルム（厚さ１５０μｍ）をはさんだ。これを得られる複
合体（積層体）が厚み４ｍｍになる金型に挿入し、１６０℃で１０分プレス架橋した後、
１８０℃で４時間オーブン架橋して、シート状の複合体を得た。
【０１９４】
＜接着性評価＞
　得られた複合体からＦＥＰフィルムを剥がし、幅２５ｍｍ×長さ１００ｍｍの短冊状に
切断し、試験片を作成した。この試験片について、引張試験機（株式会社エー・アンド・
デイ製テンシロンＲＴＧ－１３１０）を使用して、２３℃において５０ｍｍ／分の引張速
度でＴ型剥離試験を行い、破壊モードを観測し、以下の基準で評価した。結果を表２に示
す。
　　　○：含フッ素ポリマー組成物のシートまたはシリコーンゴム組成物のシートから形
成された層のいずれかが、材料破壊し、界面で剥離するのが不可能であった。
　　　△：各層を界面で剥離させることができたが、剥離後の各層の表面が荒れていた。
　　　×：各層を界面で剥離させることができ、剥離後の各層の表面が滑らかであった。
【０１９５】
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